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1 目　　的

2 開 催 日

3 開催場所

4 主 催 等

5 概 　 要

開催概要／event outline

路面電車のLRT化に取り組み、人と環境にやさしいまちづくり
を目指す都市の代表者が集い、意見交換や記念イベントを通して、
各都市の取り組みや魅力を全国に発信するとともに、一層の都市
間連携を図る。

サミット／2024年１月26日（金）
記念講演／2024年１月27日（土）

ライトキューブ宇都宮 １F 大ホール  ほか

主催／宇都宮市
共催／芳賀町・宇都宮ライトレール株式会社
後援／国土交通省・栃木県・路面公共交通研究会
　　　全国路面軌道連絡協議会
　　　（公社）日本交通計画協会
　　　（一社）宇都宮観光コンベンション協会

参加都市／札幌市・富⼭市・豊橋市・岡⼭市・広島市・松⼭市
　　　　　⻑崎市・熊本市・⿅児島市・宇都宮市（10都市）
来場者数／約3,000人（2日延べ、関連イベント含む）
関連イベント／パネル展示
　　　　　　　ライトラインマルシェ
　　　　　　　ライトラインスタンプラリー（達成者：約300人）
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サミット宣言／summit declaration
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記念講演

プログラム／program
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記念講演

参 加 都 市

宇都宮市は豊かな自然と利便性の高い都市機能を併せ持ち、産業のバランスが優れ
た持続性の高い都市であり、餃子やジャズに加え、バスケット・サッカー、自転車な
どのプロスポーツが盛んで、余暇を彩るコンテンツが充実した魅力あふれるまちです。

宇都宮市【栃木県】
札幌は、暮らしやすい都市環境と豊かな自然との調和が、特徴であり魅力です。
北国ならでは魅力的な観光スポット、たくさんの美味しい食べ物があり、季節ご
との美しい風景やイベントを楽しむことができます。

札 幌 市【北海道】

富山市は、富山湾から北アルプス立山連峰にいたるまでの多様な地形を誇る、水と
緑に恵まれた自然豊かな都市です。近年は本市の「公共交通を軸としたコンパクト
なまちづくり」に、国内外から注目をいただいております。

富 山 市【富山県】
豊橋市は、日本のほぽ中央に位置しており、新幹線により東京・大阪から約80分
でアクセスできます。豊橋駅から東部へ走る路面電車は、市民の足としてだけでなく、
まちのシンポルとして「市電」の愛称で親しまれています。

豊 橋 市【愛知県】

岡山市は、水と緑、温暖な気候に恵まれ、中四国のクロスポイントに位置する拠
点都市です。商業や医療、福祉、教育などの高度な都市機能が整っており、日本
三名園の一つである後楽園や桃太郎伝説に関する歴史・文化遺産も見どころです。

岡 山 市【岡山県】
広島市は、周囲を風光明媚な瀬戸内海と緑の山々に囲まれ、市街地に６本の川
が流れる美しいまちであり、山海の食資産をはじめ、プロスポーツの観戦やプロ
オーケストラの鑑賞など、多彩な都市生活を楽しめるまちでもあります。

広 島 市【広島県】

松山市は、日本最古といわれる道後温泉や松山城、俳句など、世界に誇れる宝
がたくさんあり、いろんな良さが絶妙に程よく混ざり合う四国最大の人口およそ
50万人が暮らす愛媛県の県庁所在地です。

松 山 市【愛媛県】
「すり鉢」状の地形が生み出す坂の町と美しい夜景が特徴。著しい人口減少によ
るピンチをチャンスに変えるため、700年に１度のまちづくりに奮闘中。大きな
変革期にある長崎市、ぜひ一度訪れてみてください。

長 崎 市【長崎県】

熊本市は、まちの中心部にそびえる勇壮な熊本城、清らかな地下水と豊かな緑、
８月１日に開業100周年を迎える市のシンボルの１つである熊本市電など、歴史
文化と自然の恵みにあふれたまちです。

熊 本 市【熊本県】
鹿児島市は、雄大な桜島と波静かな錦江湾に代表される多彩な自然、世界に誇
りうる魅力ある歴史・文化など豊かな地域資源に恵まれ、商業・交通などの多
彩な都市機能が集積する南九州の中枢中核都市です。

鹿児島市【鹿児島県】
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開会式／opening ceremony

歓迎セレモニー
LRT都市サミット宇都宮2024の開催に先立ち、サミット参加都市の方々をはじめ来賓の方に宇都宮市の魅力を
体感いただけるジャズ演奏を行いサミット参加者を出迎えました。

ウェルカム演奏：スウィンギングハードオーケストラ
演 奏 曲 目：トゥナイト
　　　　　　　　虹の彼方に（Over the Rainbow）
　　　　　　　　ムーンリバー
　　　　　　　　上を向いて歩こう
　　　　　　　　A列車で行こう（Take the “A”Train）
　　　　　　　　デキシーメドレー
　　　　　　　　オール・ライト・オーケー・ユー・ウィン
　　　　　　　　グレンミラーメドレー
　　　　　　　　ビューティーアンドビースト（美女と野獣）
　　　　　　　　Sing  Sing Sing
　　　　　　　　ワンオクロック  ジャンプ
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佐 藤　栄 一
宇都宮市長

主催者挨拶

　皆様、こんにちは。ようこそ、宇都宮市にお越し
くださいました。
　「LRT都市サミット宇都宮2024」の開催に当たり、
主催者を代表いたしまして、歓迎の御挨拶を申し上
げます。
　本日は、お忙しい中、国会議員の皆様、国土交
通省の皆様、県関係者の皆様をはじめ、首長会議
のコーディネーターをお願いしている森本先生、各
都市のパネリストの皆様など、多くの御来賓の方々
にご臨席賜りまして、誠にありがとうございます。
　さて、本市におきましては、昨年８月26日に、芳賀・
宇都宮LRT「ライトライン」が開業いたしました。
　LRTの整備につきましては、私自身が市長に就任
した2004年以降、栃木県県央地域の公共交通ネット
ワークの要である「東西基幹公共交通」と位置づけ、
多くの関係者の皆様のご理解とご協力をいただきな
がら、着実にその取組を進めてまいりました。
　特に、路面電車の文化のない地域にゼロから創り
上げる事業でありましたが、本サミットの参加自治
体の皆様や、軌道事業者の皆様により、これまでの
実績に基づいた様々な御助言や施設整備に対する
技術的な支援をいただきながら、幾多の困難を乗り
越え、成し得たものであり、本日、この場に立って
ご挨拶できますことを誠に感慨深く思います。 
　本事業を進める上で、多大なる御支援を賜りまし
た関係各位に、この場をお借りしまして、心より、厚
く御礼申し上げます。
　この地域に新たに生まれたLRTは、公共交通の利
便性向上はもとより、環境負荷の低減や交流促進に
よる沿線地域の活性化、さらには、雇用の促進や定

住人口の増加などの様々な効果が得られ、本地域の
発展に大きく寄与するものであり、本市の目指すスー
パースマートシティを実現する上で、必要不可欠な
都市の装置であります。
　本日と明日の２日間、皆様と一緒に、各都市の取
組や今後のLRT整備に向けた課題を共有し、意見交
換をさせていただきますとともに、これらの取組を
通じて、LRTの走るまちの魅力を全国に発信し、国
内におけますLRTの普及・促進につなげてまいりた
いと思います。
　結びに、本日、このサミットを開催するに当たり、
御協力いただきましたすべての方々に心より感謝を
申し上げますとともに、ここにお集まりの皆様のご健
勝とご活躍をお祈り申し上げて、挨拶とさせていた
だきます。
　２日間に渡り、どうぞよろしくお願いいたします。



LRT City Summit UTSUNOMIYA 20247

開会式／opening ceremony

　皆さん、こんにちは。ただ今、ご紹介をいただき
ました、宇都宮市議会議長の馬上　剛でございます。
　本日、「LRT都市サミット宇都宮2024」が開催され
るにあたり、市議会を代表いたしまして、
一言、ご挨拶を申し上げます。
　「LRT都市サミット宇都宮2024」が、このように、
盛大に開催されますことを、心からお喜び申し上げ
ますとともに、全国各地から多くの関係者の方々に
ご参加いただきましたことを、心から感謝申し上げ
ます。
　本市におきましては、待望のライトラインが昨年
８月に開業し、LRTが走る都市の仲間入りを果たし
たところでありますが、本市の公共交通の利便性を
大きく向上させ、生活の足として市民の皆様に利用
されている様子を目の当たりにし、LRT整備の意義と
効果を日々実感しているところであります。
　更には、国内の路面電車としては75年ぶりの新規
開業ということで大きな話題となり、全国からたくさ
んの方々に宇都宮に足を運んでいただくなど、本市
の魅力の発信や認知度向上にも大きく寄与している
ものと認識しております。
　また、本市議会におきましても全国の議会の皆様
からいただくライトラインに関連する行政視察の申し
込みが例年に比べ大幅に増加しており、本市の取組
に対する注目度の高さに身が引き締まる思いでござ
います。
　皆様におかれましては、本日の「LRT都市サミット
宇都宮2024」を契機に、全国のLRT、路面電車が走
るまちの魅力を全国に発信するとともに、各都市の
更なるまちづくりの推進に向け、より一層の都市間

の連携強化を図るため、今後ともお力添えを賜りま
すよう、お願いを申し上げます。
　結びに、関係者の皆様には、改めて感謝を申し上
げますとともに、本日お集まりの皆様方の、ますま
すのご健勝・ご活躍を、心からご祈念申し上げまして、
ご挨拶といたします。

⾺ 上 　 剛
宇都宮市議会議⻑

主催者挨拶
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　皆様こんにちは。私は地元宇都宮を選挙区として
おります衆議院議員の船田元でございます。あわせ
まして、私は超党派の国会議員で作っておりますLRT
推進議員連盟の顧問をやらせていただいておりま
す。会長が岡山の逢沢一郎先生であります。
　その議員連盟におきましても、今回の宇都宮の
LRT開通は大変大きな話題となっておりまして、先日
も逢沢会長を初め皆様にお越しをいただいて試乗を
していただいたというようなこともやらせていただき
ました。既に市長さん、議長さんからお話あります
ようにこのLRTの構想が始まってから30年、具体的
に検討が始まってからも20年という長い年月が経過
をいたしました。
　その間に、佐藤市長が、５回の選挙をやりまして
５回とも、このLRT是か非かという争点で５回も突破
をさせていただきました。市長さん、本当に粘り強
いことでありました。改めてお礼を申し上げる次第で
ございます。このLRT議員連盟としましては、全国の
LRTを導入したい、また既に路面電車を運営をして
おられて、そしてそれに新たにLRTを導入したいとい
う、そういう皆様のお声をいろいろ取り上げさせて
いただきました。
　そういう中で、やはり一つは上下分離方式という
ことを国土交通省において採用していただくというこ
と。これが大きな後押しになったのかなと思ってま
す。それともう一つはこのLRTを建設するにおきまし
ては道路局、それから鉄道局、そして都市局、三つ
の局が関係をしているわけですが、それぞれに支援
の制度も違っております。またタイミングも違ってい
ますと。これは進めていく上で大変難航するんでは

ないかということで、窓口を1本に絞っていただく。
そして、ワンストップでやっていただくということを
議員連盟からお願いをいたしました。おかげさまで、
宇都宮はその第１号の採用ということで、この方式
に従って作っていただいたということで、改めて国土
交通省の皆様にお礼を申し上げる次第であります。
　そして、このLRTにつきましては、特に、富山市に
おける富山ライトレールの皆様に大変ご指導いただ
きました。他の地域の皆様にもご指導いただき、特
に運転手の研修でですね、各都市の皆様には大変
なお力添えをいただいて、今、安全運転で頑張って
いる状況でございます。我々のこの経験を、ぜひ今
度は皆様に還元をする、あるいは恩返しをする、そ
ういう気持ちで今日私もこちらに参った次第でござ
います。
　ぜひ宇都宮の事例を、また皆様でよく研究検討し
ていただいて、皆様のそれぞれの地域において新た
なLRT、あるいは既に路面電車が開通しているところ
におきましては、LRTを導入するその一つの大きな
一助となることを、私達は大変願っている状況でご
ざいます。本当にこれまでのご指導に心から感謝を
申し上げます。そしてこれからもLRTを初めとする都
市まちづくり、その大きな大きな装置、大変重要な
道具としてこれを生かしながら、それぞれのまちづ
くりに邁進していければなと、そういう気持ちでいっ
ぱいでございます。どうか、各都市の皆様の一層の
発展、そしてLRTのスムーズな導入に心からご期待
を申し上げながらお祝いの言葉にかえたいと思いま
す。誠におめでとうございます。

船 ⽥ 　 元 様
衆議院議員

来賓挨拶
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開会式／opening ceremony

　私は、技術審議官の代理として今日出席をさせて
いただいております、国土交通省都市局街路交通施
設課長の服部と申します。
　まず、１月１日に起こりました、石川県能登半島
での地震にて大勢の方がお亡くなりになられました。
まずはお悔やみを申し上げますとともに、多くの被
災者の方にお見舞いを申し上げたいと思います。
　本来であれば、菊池審議官がここに来てご挨拶を
申し上げるところですけれども、現在能登半島の地
震の対応というこちらに専念するということで街路交
通施設課長の私がこちらの方に来て挨拶を預かって
きておりますので代読させていただきたいと思いま
す。
　本日、LRT都市サミット宇都宮2024が開催される
にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。ご臨席の皆
様方におかれましては、平素より国土交通行政の推
進に対しまして、特段のご支援とご協力を賜り厚く御
礼を申し上げます。
　このLRT都市サミットは2009年から今年、今回で
９回目となり全国からLRT関係者の皆様が集まる非
常に貴重な機会であると認識をしています。前回の
長崎開催は新型コロナウイルスの影響でオンライン
開催となりましたが、今回はここ宇都宮で現地開催
が叶いましたこと、誠におめでとうございます。
　さて、私ども国土交通省では、地域公共交通と連
携してコンパクトなまちづくりを行うコンパクトプラ
スネットワークの取り組みを推進しています。この取
り組みを推進する上で、LRTは都市の骨格となる公
共交通軸の一つとして、非常に重要なものであると
認識をしております。

　皆様ご存知の通り、ここ宇都宮では昨年８月、国
内では初となる全線新設のLRTが開業したところであ
り、LRTを軸としたバス路線の再編や、トランジット
センターの整備等に加え、今後は宇都宮駅の西側へ
のLRT延伸が検討されるなど、LRTを活用したまちづ
くりが大きく進んでいるところです。さらに本日ご臨
席の各都市におかれましても、低床式車両の導入や、
軌道の延伸など、LRTを活用したまちづくりを進めら
れているところと承知をしております。
　国土交通省といたしましては、LRTなどの都市の
骨格となる公共交通軸の整備に対して、引き続き助
言や支援などのご協力をさせていただくとともに、
本日のサミットを通じてLRTの重要性がより認識さ
れ、LRTの整備や活用の動きが全国で高まっていくこ
とを期待しております。
　結びになりますが、主催された佐藤宇都宮市長を
はじめ、宇都宮市の皆様方に感謝を申し上げるとと
もに本サミットが実り多いものとなることを心からお
祈り申し上げて私からの挨拶とさせていただきます。
本日は誠におめでとうございます。
　令和６年１月26日、国土交通省大臣官房技術審
議官菊池雅彦、代読でございます。

菊 池　雅 彦 様
国⼟交通省⼤⾂官房技術審議官（代読／都市局街路交通施設課⻑　服部卓也 様）

来賓挨拶
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　皆様こんにちは。私は栃木県県土整備部次長の谷
と申します。知事ですが今日あいにく公務が重なっ
ておりまして、出席が叶いませんので私の方からご
挨拶をお預かりしましたので、代読させていただき
ます。
　ご挨拶に当たり、まず、元日に発生した令和６年
能登半島地震により亡くなられた方々に哀悼の意を
表しますとともに、被災され困難な生活を余儀なく
されている多くの方々に心よりお見舞い申し上げま
す。
　さて、本日はLRT都市サミット宇都宮2024が多くの
関係者の皆様のもと、盛大に開催されますことを心
からお喜び申し上げます。また、ご臨席の皆様にお
かれましては、平素から、人と環境に優しいまちづ
くりにご尽力されていることに深く敬意を表す次第で
ございます。
　今回のサミットは「ゼロからの挑戦、まちの未来
を紡ぐLRT」との副題がございますが、昨年８月に、
ここ宇都宮市に新たに誕生した芳賀宇都宮LRT、愛
称ライトラインは全線新設でまさにゼロからのスター
トであり、JR宇都宮駅東口の再開発と合わせてまち
の様相を一変させました。
　ライトラインと共存する地域空間や地域生活が生
まれ、県民の行動変容が起こり、まちのあり方が変
わりつつあると感じているところでございます。
　本県では、目指すべき都市構造として、栃木のス
マートプラスコンパクトシティを目標に掲げ、コンパ
クトプラスネットワークの都市づくりを推進しており、
目標の実現に向け、公共交通と一体となったまちづ
くりを進める上で、ライトラインは大きなツールにな

るものと考えております。
　また、ライトラインの開業により、県央地域の東
西公共交通軸が強化され、既存公共交通と連携し、
広域的な公共交通ネットワークが構築されることで、
高齢者などが外出しやすくなり、健康増進が期待さ
れることから、少子高齢化が進む今後の社会におい
て、本県の地域課題の解決の一助にもなると考えて
おります。
　さらに、ライトラインは観光資源そのものでもあ
り、高いブランド力が、栃木県のイメージアップに
繋がり、新たな来訪者が見込まれることから、周辺
地域を含めた観光周遊や本県への移住定住の促進
にも期待しております。
　今般、全国各地で頻発、激甚化する自然災害、
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う生活様式の
変容、2050年カーボンニュートラルの実現など、本
県を取り巻く社会情勢の変化に対応が緊要となって
おります。
　今後はライトラインの様々な整備効果が県内全域
に波及しまして持続可能な社会の実現に繋がるよう、
オールとちぎにて引き続き取り組んでまいる所存で
ございます。結びに、本日ご臨席の皆様の益々のご
健勝とご活躍をご祈念いたしましてお祝いの挨拶と
させていただきます。
　令和６年１月26日、栃木県知事福田富一代読に
なります。
　本日は誠におめでとうございます。

福 ⽥　富 ⼀ 様
栃⽊県知事（代読／県⼟整備部次⻑　⾕英夫 様）

来賓挨拶
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　ただいまご紹介いただきました、国土交通省、総
合政策局地域交通課の寺島と申します。
　本日はLRT都市サミット宇都宮2024の開催、誠に
おめでとうございます。またご説明の機会を頂戴し
まして、ありがとうございます。私の方から、国土交
通省で推進しております地域公共交通のリ・デザイ
ンの取組についてご説明させていただきます。
　皆様ご承知の通り、ローカル鉄道、路線バスなど
の地域公共交通は、人口減少等による長期的な需
要減に加えまして、新型コロナの影響によりその維
持が非常に深刻な状況でございます。こうした状況
を踏まえまして国土交通省では昨年より、地域公共
交通のリ・デザインを推進しております。
　具体的には自動運転やMaaSを初めとしたデジタ
ル技術を実装する交通DX、車両の電動化等による
交通GX、またこれらをベースとして地域の関係者の
連携と協働を図るべく、三つの共創（官と民との共
創、交通事業者間の共創、医療や教育等の他分野
との共創）を推進することにより、利便性、生産性、
持続可能性の高い地域公共交通のネットワークのリ・
デザイン（再構築）を図っていくこととしております。
　そのために法制度の整備、政府による関係府省庁
間の連携・協働の取組、またそれらを推進するため
の予算措置を講じているところでございます。まず、
法制度の面で、地域交通法の改正について説明い
たします。
　まず、地域にとって望ましい地域旅客運送サービ
スの姿を明らかにするマスタープランとしまして、地
域公共交通計画がございます。その中でLRTやBRT
の整備といった実際に取り組む内容に応じました地

域公共交通特定事業を地域公共交通計画に盛り込ん
でいただきまして、その具体的な実施計画につきま
して、国交大臣の認定を受けていただくことによっ
て予算上、法律上の特例等を受けることができると
いうこととしております。
　地域交通法について、昨年、地域公共交通のリ・
デザインを推進するための改正がなされたところで
ございます。改正内容は記載のとおりでございます
けれども、主な改正事項として3点ご説明させていた
だきます。
　一点目は、目的規定に地域の関係者の連携と協
働、こちらを追加いたしまして、国の努力義務として、
関係者相互間の連携と協働の促進を追加いたしまし
た。これはまさに地域公共交通のリ・デザインを国
として推進していくということを明記したということで
ございます。
　二点目は、ローカル鉄道の再構築に関する仕組み
の創設、拡充でございます。バスに限らず、ローカ
ル鉄道も厳しい状況にある中で、今回、自治体また
は鉄道事業者からの要請に基づきまして、国が再構
築協議会を組織し、必要な調査、実証事業等を支
援する仕組みを構築いたしました。また、再構築協
議会で作成されました再構築方針に基づいて、大臣
認定を受けた事業によるインフラ整備に対しまして
は、社会資本整備総合交付金による支援を可能とし
てございます。
　三点目はバス・タクシー等の再構築に関する仕組
みのうち、自治体と交通事業者が一定の区域・期間
について交通サービスの水準、費用負担等の協定を
締結して行うエリア一括協定運行事業の創設でござ

寺 島　陵 太 様
国⼟交通省  総合政策局  地域交通課  課⻑補佐

地域公共交通の「リ・デザイン」
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います。
　こちらは単年度主義である現行の予算制度の中
で、協定締結時に複数年の支援総額を事前に明示
するという仕組みになってございまして、サービスを
請け負う事業者さんは収益改善の恩恵をそのまま受
けられるということになりますので、より効率的、生
産的な運行が期待できる制度となってございます。
　以上が法制度面でのリ・デザインの推進の内容と
なってございます。
　続きまして、政府による関係府省庁間の連携・協
働の取り組みといたしまして、デジタル田園都市国
家構想実現会議のもとに、国土交通大臣を議長とし
ました地域の公共交通リ・デザイン実現会議を昨年
９月に設置し、関係府省庁を構成員としてこれまで
に３回開催してございます。
　これまでの会議においては、人の移動実態に係る
データを取得・共有・利活用する仕組みの必要性や、
主導する司令塔の必要性、また関係府省庁において
具体的な方向性や指針を示すことが重要といったご
意見をいただいてございます。今後は春頃の取りま
とめに向けさらに議論を深めていく予定でございま
す。
　最後にリ・デザインを促進する予算、こちらにつ
いてご紹介をさせていただきます。この資料は令和
５年度補正予算と、現在審議中の令和６年度当初
予算案と合わせて地域公共交通関係予算として一覧
化したものでございます。
　このうち、またポイントを絞って三つご紹介させて
いただければと思いますが、一つ目は、地域公共交
通確保維持改善事業のうち地域公共交通のリ・デザ
インの加速化、この中の共創・MaaS実証プロジェク
トについてご紹介させていただきます。
　二つ目は社会資本整備総合交付金、三つ目はr訪
日外国人受入環境整備、これらのポイントについ
てご説明させていただきます。まず一つ目の共創・
MaaS実証プロジェクトです。
　これは三つの事業で構成されておりまして一つ目
は冒頭でご説明いたしました三つの共創による取り
組みに対しまして、地域をA・B・Cの3つの類型に

分け、具体的にはAは人口10万人未満の自治体、B
は人口10万人以上の自治体、Cは大都市と区分けを
しておりまして、それぞれに適切な支援メニューを
用意しまして、支援していくという形となってござい
ます。
　本事業は本年度も実施しておりますけれども、地
域による区分けはなく実施しておりまして、全国で77
の事業に支援を行っているところでございます。他
の分野などとの共創によって、交通事業者単体では
生み出せない需要と供給を創出するなど新しい取り
組みについて、このメニューで支援を行ってまいり
たいと考えてございます。
　二つ目は共創を主導するコーディネーターや地域
交通のマネジメントを担う人材などのモビリティ人
材の育成事業でございます。地域によっては交通の
専門家が少なく、共創の取組を主導するような方が
いらっしゃらないという課題もあると認識してござい
ますので、そういった人材を育てていくようなプロ
ジェクトをこちらのメニューで支援していきたいと考
えてございます。
　三つ目は日本版MaaSの推進ということで、データ
の連携・利活用等により様々な課題の解決に取り組
む事業について支援をすることとしてございます。
　続きまして社会資本整備総合交付金でございま
す。昨年新たに基幹事業として創設されました地域
公共交通再構築事業でございます。
　要件のところはちょっと細かいので、この場では
割愛させていただきますが、その趣旨としましては、
地域公共交通ネットワークの再構築に必要な鉄道施
設またはバス施設、こちらの整備に対しまして公共
予算から支援できるという制度となってございます。
　施設の整備に合わせまして全体事業費の20%とい
う制約がございますが、車両の導入も可能となって
いる制度でございます。
　最後にLRTの導入に活用可能な予算としまして、
訪日外国人旅行者受入環境整備事業をご紹介させて
いただきます。
　こちらはインバウンドの受入環境整備のために多
言語化やキャッシュレス、バリアフリー化等を推進す
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る事業でございます。LRTシステムの整備について
もメニューとして措置しており、補助実績もございま
す。
　このように国土交通省では厳しい状況に立たされ
ている地域公共交通に対しまして、その交通ネット
ワークを再構築するリ・デザインの取り組みを推進
してございます。
ただ今ご紹介しました通り、制度面、予算面で推進
できるよう支援を行っておりますので、ぜひともご活
用いただいて、地域に適した公共交通のネットワー
クの再構築にお役立ていただければと思ってござい
ます。
　以上、私からの説明とさせていただきます。ご清
聴ありがとうございました。



LRT City Summit UTSUNOMIYA 2024 14

　ただいまご紹介いただきました、街路交通施設課
長の服部でございます。都市局の取り組みについて
少しご紹介をさせていただきたいと思います。
　これは日本の路面電車LRTの全国の分布状況とい
うことでございます。今まで長らく軌道事業者18社
というところに、今年度から19番、宇都宮ライトレー
ルがここに追加になって、何十年ぶりかの更新とい
うことでございます。
　ここから少しいくつか事例をちょっとご紹介します。
会場にもブースがありました富山市の取り組みでご
ざいます。まず最初に北側のJRの区間が富山ライト
レールとして路面電車化をして、今度は南側の環状
化、そして連続立体交差事業がついに終わりました
ので南北接続を行ったということで相当利便性が高
くなって、先ほどのポスターでもその利用者の変化
というのがありましたけれども、やっぱり相当大きな
効果を得ているということだと思います。
　また、ここにはないですけれども、利便性を非常
に高くしたということで、市内の特に中心部の地価
が、全体として富山市の地価が下がってるところは
下げ止まっている、もしくは、若干上向いているとい
うことで、税収をしっかり確保できる、この投資によっ
てかなり税収としての効果っていうのも見られると聞
いてございます。
　今度、宇都宮市のライトレールに関してもぜひそ
ういう部分の分析をしてそれを発信していただけれ
ば、さらに各自治体に対しての応援になると期待を
しているところであります。
　これはすいません、後ほど市長の方からか、説明
あると思いますので私の方からは、後ほどの説明と

いうことで飛ばさせていただきます。
　これは広島市の広電、これも先ほどのポスターの
ところにも貼ってありますけれども、今JRの駅ビルを
建てかえて、その２階部分に広電を延長して、まさ
に駅ビルの中に入っていくという工事を今やってご
ざいます。
　令和７年度の供用に向けて工事を進めていると聞
いておりますけれども、やはりJRから降りて、目の前
に路面電車が待っていると、これも非常にインパク
トの大きいこういう利便性が高まると同時に富山の
森前市長の言葉を借りるとまさにこういうものがシ
ビックプライドみたいな、愛着とか誇りとかいうもの
に繋がっていくんじゃないかと思っております。まさ
にこの広島の取組も非常にいい取組だということで、
都市局の方としてもご支援をさせていただいている
という状況でございます。
　これは岡山市の事例で、今岡山の駅前に路面電
車を延伸をして、駅に近接させようという取り組みを
行っております。今まで手前で降りて地下通路を歩
かなきゃいけないという形態だったんですけれども、
駅前まで持ってくるということに取り組んでおります。
　最近の記事では環状化をやろうかとかいうような
路面電車の更なる活用という意味での取り組みが進
みつつあるんじゃないかと感じてございます。これは
よく使うの支援スキームですけれども、公共団体事
業者向け、また地方公共団体向け事業者向けという
形でこのような事業を組み合わせながら、国土交通
省としてLRTの整備の支援を行っているというもので
ございます。
　これは社会資本整備総合交付金で宇都宮のライト

服 部　卓 也 様
国⼟交通省  都市局  街路交通施設課⻑

LRTに関する最近の話題
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レールと全く一緒ですけれども、こういうような事業
を組み合わせて、特に宇都宮市の場合も上下分離
で、施設系は全て市の方で持ってますので、市が主
体となって事業を行ったということでございます。
　ここから少し都市計画基本問題小委員会ということ
で、都市計画全般について昨年議論をして一定の中
間報告を得たということでございます。その結果アン
ダーラインしてありますけれども、公共軸の確保等
まちづくりの取組を連携して進めることが重要と、一
見なんか当たり前のことは書いてあるようですけれ
ども、立地適正化計画を作った自治体にアンケート
をとったところ、立地適正化計画にいわゆる公共交
通のことをどれだけしっかり書いてますかっていうこ
とを聞くようなアンケートを行ったところ、９割ぐら
いの都市はちゃんとその公共交通に配慮してますと
いうお答えがありました。ただし、しっかりと公共交
通がどこを走っていてどういうサービスレベルでと、
そこまでしっかり書き込んでるっていうのは実は１割
しか存在しなかったと。あと残りは公共交通頑張り
ますとか、地域公共交通計画があるのでそれをちゃ
んと採択してますとか、ある意味投げやりな自分ごと
になってないっていうのがかなり明らかになって、都
市局としてもまちづくりにおいて、公共交通というの
は佐藤市長の挨拶にもありましたけど、都市局では
公共交通とは都市の装置や都市を動かすために必
要不可欠なものだという位置づけでずっと支援をし
てるんですけれども、やはりそれをちゃんとこういう
まちづくりの計画に入れていただこうということで取
り組みを少し強化をしていきたいと考えております。
　これは、具体的にどういうところが交通公共交通と
連携した立地適正化計画を作ってるのかという事例
でこれは神奈川県厚木市の事例です。これはバスで
す。このように主要なバス路線を１日の本数とかで
主要な軸を決めて停留所を明らかにして、そこをベー
スにまちづくりの様々な施設の配置を決める。こうい
うことにしっかりと取り組んでいただいている自治体
も存在をしております。
　我々としてはこういう立地適正化計画に交通をしっ
かり連携をさせたものに対してしっかり応援をしてい

きたいのでやっぱこういう計画にしていきましょうと。
今日来られているのはどちらかというと公共交通サイ
ドの方々かもしれませんし、やはり都市計画のまち
づくりサイドも、交通のことを自分ごととして捉える
ように、ぜひ各自治体の中でもそういう取り組みを
行っていただきたいと、我々はそういう動きに対して
しっかりと応援をしたいと思っております。
　これは今回の宇都宮市でも使いましたけれども、
都市地域交通戦略推進事業と社会資本整備総合交
付金です。左上にあります通りこういう形で路面電
車等に付随して必要となる例えば自由通路ですとか、
駅前広場的なその交通結節性こういったものを総合
的に支援する制度を都市局の方で用意をして支援を
しております。
　これはちょうど地域公共交通法を改正した時に、
特にまちづくりとの連携というのがかなり強く言わ
れ、総合政策局も独自の交付金は作りましたけれど
も我々はこの地域交通戦略推進事業も拡充をしたと
いうことでございます。
　一番右側のオレンジのところですけれども、まず
基本的にこういう支援を使うには立地適正化計画を
作ってないと駄目で、きちんと位置づけてくれたとこ
ろに対してこういう拡充を適用をしましょうということ
です。一つは赤字の上の方ですけれども、社会資本
整備総合交付金というのは基幹事業と関連事業と効
果促進事業という三つで分類できるんですけれども、
実はレールについては今まで関連事業でやってたっ
ていう部分がありますけれども、今回、地域交通戦
略推進事業の基幹事業ということにしっかり位置づ
けをさせていただいたということでございます。
　二つ目ですけれども、いわゆる軌道事業者が事業
を行うときに対して、この交付金というのは基本的
に自治体向けの支援制度なので、民間に直接交付
するという制度はございません。ただし、間接補助
という形で国と地方と事業者が３分の１ずつ負担し
て民間事業者が事業を行うと、こういう支援スキー
ムはあります。そこに対して通常はその事業者の負
担が３分の１出るんですけれども、今回の拡充では、
国と地方だけで半々、国費の裏負担を持って事業者
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の負担がなくても、間接補助という形で事業者が事
業をできる、そういうような拡充をさせていただきま
した。
　また、これは地元の自治体のまさにやる気の世界
ですけれども、事業者の負担なくてもこういうことを
支援できるというような拡充をさせていただきまし
た。我々としてはこういう制度を使いながら、ぜひ
今回の宇都宮市が契機になって、またいろんなとこ
ろで様々な計画が少しでもまた動き出すんじゃない
かという期待をしてございます。
　最後に、またライトレールの写真ですけれども我々
都市局また先ほどありました通り、総合政策局鉄道
局、全力を挙げてしっかりと支援を行いたいと思い
ますので、ぜひ皆様方においても、様々な検討があっ
て何かあれば我々にご相談いただければというふう
にも思っております。
　雑駁ですけれども説明の方は以上で終わらせてい
ただきます。ありがとうございました。
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LRTに関する事例・制度紹介／case study & system

　皆様こんにちは。本日はLRT都市サミット宇都宮
2024にお呼びいただきまして誠にありがとうござい
ます。そしてちょっと遅ればせながらなんですが、昨
年のですねライトラインの開業につきまして、改め
て、おめでとうございます。
　本日、都市局様、総合政策局様から一通りご説明
いただきましたけども、私どもの方も同じような説
明になりますので、なるべく重ならないようにお話
をさせていただきます。
　まず私、国土交通省鉄道局鉄道事業課の地方鉄
道再構築推進室と非常に長い名前になっております。
こちらですね、昨年の地域交通法の法改正に合わせ
まして、新たにできました室でございます。それま
で地域鉄道支援室というような名前でございました。
それが法改正に合わせまして、地方鉄道再構築推進
室、実はこれ英語で言いますとローカルレールウェ
イリデザイニングオフィスというような名前になって
おります。
　実は基本的にこの名前だけでいいますと、LRTと
は直接関係してないんですが、元々地域鉄道支援室
の方でLRTの支援もしてございましたので、引き続
き、お付き合いさせていただければということでご
ざいます。
　基本的にはですね、私の室は４月から、地方の
非常に経営の厳しいローカル線、今までは民間事業
者が一生懸命頑張っていたところで、地域の支援、
国の支援も合わせまして安全に関して支援をしてき
たところなんですけども、合わせまして、地域のロー
カル鉄道、民間のローカル鉄道だけじゃなく、元々
国鉄由来のですね地域、ローカル線につきましても、

非常に、利用者が減っているということもありまして、
それらローカル鉄道の再構築を後押しするために、
法改正をし、さらに室を作った次第でございます。
　以後は資料に合わせてご説明させていただきま
す。
　先ほど支援につきましての全体的な国土交通省の
支援の説明を都市局様からいただきましたけども、
そのうち事業者向けのポストコロナを見据えた受入
環境整備促進事業とこちらの方を当室で取り扱って
ございます。基本的にこちらの予算につきましては、
観光庁の予算をうちの方で要求し、つけているもの
でございます。
　LRTシステム構築に不可欠な施設の整備に対して
補助をしております。実はこちらはLRTだけではなく
て、路面電車の方にもこちらを使った支援を活用し
てございます。それ以外につきましては上の方につ
いては環境省の連携事業で車両等に対して補助をい
ただいておりますけども、今回のライトラインにつき
ましてもこちらを活用してございますし、走行区間の
整備につきましては社会資本整備総合交付金を使っ
てございます。
　こちらよく地域鉄道支援につきまして活用している
資料でございます。元々、平成27年につきましては、
交通系のですね総合的な支援であります鉄道軌道安
全輸送設備等整備事業、ないしは利用環境改善促
進等事業ということで、予算を獲得してまいりました。
その後、いろいろ予算的な措置を編成を終えまして
現在一番右側の５年度におけます予算内容になって
ございます。このうちLRTにつきましては、右側下の
方にございますけども、訪日外国人旅行者受入環境

中 ⽥　勝 久 様
国⼟交通省  鉄道局  鉄道事業課  地⽅鉄道再構築推進室⻑

令和５年度の路⾯電⾞関係予算の概要
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整備緊急対策事業、ないしはですね国際観光税を
使いました公共交通利用環境の革新等事業において
ですね、支援を行っているところでございます。
　これらを、利用目的に分けしたものが次のもので
ございます。基本的に安全輸送の確保に向けまして、
軌道整備や車両の更新等に対する支援、さらには利
便性の向上、利用環境の改善のために行う支援、ま
た3番におきましては利便性の向上で、新駅の整備
や行き違い設備の新設に対しても支援と、これら三
つの支援内容となってございます。
　こちらはですね、先ほど総合政策局の方からご説
明いただきましたので、ちょっと割愛させていただ
きます。このうちLRTの支援につきましては下の方に
ございます快適性や利便性の向上に向けた取り組み
支援という中の一部として支援をしてございます。
　こちらが先ほど言いました、国際観光税を使いま
した支援でございまして、こちらの方でいろいろな
ですね、バリアフリーの設備に合わせまして車両購
入したりといった事業に関しても支援を行ってござい
ます。こちらも観光庁の方を経由して、予算の獲得
に努めているところでございます。
　続きまして地域鉄道に対する支援策でございます
けれども、そのうち一番最後に記載がございます低
床式車両に係る固定資産税の特例措置、こちらが
LRVと呼ばれておりますけどもこちらの固定資産税の
標準課税を５年間３分の１に軽減ということでちょう
ど令和６年度末まで支援の対象になってございます
ので、来年度また延長の要望をいたしたいと考えて
おります。
　こちらからは先ほどご説明したいくつかの支援事
業の細かいところございますので、後ほど皆さんご
覧いただければと思います。
　また、こちらは先ほどご説明しました観光庁の予
算事業の中の交通システムの低炭素化と利用促進に
向けた施設整備事業、赤い囲みがございますけれど
もこちらで宇都宮市さんのライトラインも含めまして
車両の導入支援を環境省の方でやってございます。
　また、重なってしまいますけども、先ほど地域交
通課の方でご説明いただいた中で、デジタルトラ

ンスフォーメーション、ないしは、グリーントランス
フォーメーションの支援を行っているところでござい
ます。
　基本的にはこれをもちまして車両の導入とか、実
証といった支援を行っているところでございます。
　また、こちらも重なって大変申し訳ないんですけど
も、先ほど私の室の名前言いましたけども、そのう
ちローカル鉄道の再構築に関する仕組みの創設と拡
充というものが新たに付け加えまして、地域の方で
ですね、交通の維持とか、交通をどうしていくとよい
か、今まで地域だけで検討してましたけども、それ
らにつきまして、さらに国の後押しを強化する、そ
ういった法改正を新たに設けたわけでございます。
　資料につきましては以上なんですけども、先ほど、
都市局の課長ないしは、市長からもございましたけ
ども、都市の装置だということでございます。実は
鉄道といいますのは、最初に民間が設立しまして、
なかなか経営が厳しいところでございました。それ
に対しまして国としては安全性の向上に向けた支援
をこれまで行ってきたところでございまして、また地
域につきましても、国に合わせて支援をしていただ
きました。
　ただそれ、そうは言ってもですね、なかなか経営
が芳しくないということで、さらに、これからの人口
減少時代なかなか鉄道事業者ないしは軌道事業者
だけで交通を維持していくのは難しいということでご
ざいまして、それらにつきまして、法改正で何とか
地域の皆さんの後押しでもって公共交通をきちっとリ
デザインしようじゃないかということで、法改正も進
めてございますし、国としてもより一層、地域の議
論に参画しましてより良い公共交通を構築していき
たいと考えてございます。
　今回、宇都宮市で新規にできたLRT、ライトレー
ルトランジット、でございますし、都市の装置だとい
うことでございますけども、その装置を、より一層
未来に向けて繋げていくには市民の皆さん、行政の
皆さん、鉄道事業者の皆さん、また国の私どもも、
合わせて繋げていくことが非常に重要でございます
のでより一層、ライトレールを盛り上げていただくよ
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うにご協力をお願いいたしまして私の説明とさせて
いただきます。
　ありがとうございました。
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宇都宮市の取組紹介
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宇都宮市の取組紹介／utsunomiya city’s initiative

　それでは進めさせていただきます。「ゼロからの
挑戦」ということで大変年数がかかりました。それ
を20分で話すということでございますので、足早に
進めさせていただきたいと思います。
　宇都宮でありますけども、ご存知のとおり、東京
から新幹線で48分、人口が51万というところでござ
います。そして皆さんご存知の餃子、餃子祭りには
17万人が３日間で来ていただきますけども、１年間
に餃子を目的に宇都宮に来ていただく方は年間約
150万人です。たかが餃子と言えなくなってきたとい
うことであります。
　そしてその他、一番左下でありますけども、大谷
石文化ということで、世界にここしかない大谷石の
空間、掘った後の空間になりますが、人生において
も１回は見ていただければと思いますので、ぜひ足
を伸ばしていただきたいと思います。
　一番右上、ジャパンカップサイクルロードレース
でありますが２日間で約13万人の方がお見えになり
ます。経済効果は31億円ということで、ツール・ド・
フランスと同じようにワンデイレースではアジア最高
位の大会となっています。
　宇都宮ブレックス、これはバスケットボールであり
ますけども、比江島選手等の活躍で、今も良い成績
を伸ばしているところでございます。
　そしてここからでありますけども、ご存知のとおり
日本の人口は減り続けています。いわゆる少子化の
影響でございます。ところが世界の人口はこのよう
にどんどん伸びている。
　2100年には103億人、100億人を突破いたします。
当然のようなことですけども、エネルギーと食料が

不足してくるのは当然のことだと思います。この原因
はやはりアフリカあたりがどんどん人口が伸びてる、
ナイジェリアにいたっては、今２億人の人口が2100
年には５億人プラスとなって７億人となります。これ
は内紛戦争がなくなったっていうのが大きな影響だ
と思います。
　そのような中、ご多分に漏れず、宇都宮市も今51
万人の人口が2050年、一番グラフの右肩であります
けども、約10万人減って42万人となります。
　これを何とかあらゆる施策を動員して、47万人、
マイナス５万人で止めていこうというのが私達の考
えであります。それでもこの宇都宮から５万人の消
費が消えます。５万人の税収が消えます。今の行政
サービスを維持していく上ではここをしっかりと捉え
ていかなくてはなりません。
　そのためには、子育てしやすい環境とか、また結
婚をどんどん推奨するとか、そしてもう一つは人が集
まりすぎてる大きな都市圏、そこから人や企業を呼
び込んでくる。そしてもう一つはそのような少ない人
口でも、この宇都宮、日本を支えていくことができる
都市の構造、都市の構造を変えてしまうこと、これ
が宇都宮が目指すスーパースマートシティというまち
づくりであります。
　まず最初の少子化対策でありますけども、子ども
の出産前後に経済的な支援、また産前産後を専門
職がカバーをして精神的に参らないようにという視
点、また待機児童ゼロ、保育園にはいつでも行ける
体制、また、保育料の無償化、そういうものを行っ
ています。そして一番下になりますけども、高校３
年生までの医療費の無料化、財布を持たないで病

佐 藤　栄 ⼀
宇都宮市⻑

宇都宮市の取組紹介
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院に行って、あるいは歯医者さんに行くことができ
る、お薬も一緒にもらってこられるとそういう体制を
とって、何とか少子化に歯止めをかけようとしていま
すが、子どもができたら仕事はやめる、子どもが成
長して、手がかからなくなったら再就職をしたいなと
いう方が平成23年では52%いましたが、令和３年で
は9.4%まで、そして、子どもができても仕事は辞め
ない、仕事を続けながら子育てをすると回答した方
が29.8%という数字になっています。確かに、宇都
宮市が進めている少子化対策はきちんと効果は出て
るところでありますけども、出生数は増えない、やは
り結婚する方が少ないからだと思っています。外か
ら来ていただく方には100万円の補助とかあらゆる
手段を作っています。
　また移住定住相談ができるよう、この隣の新しく
開業ました民間の「ウツノミヤテラス」の3階に「miya 
come（ミヤカム）」というのを作りました。これに対
しまして相談件数が令和3年と比較をすると、443件
まで伸びて実際に宇都宮に移住していただいた方は
266人ということで増えています。相談件数また移住
した数も令和５年本年度は12月末現在ですが、一
番右の棒グラフに見られるように令和４年を超す勢
いとなっています。効果は表れてるんだと思います。
　先ほど申し上げた結婚する方が増えないのでとい
うところですけども、そこにも結婚支援センターの入
会金をゼロにしたりということで、成婚件数が宇都
宮では119人おりますので、効果は必ず出ると思い
ます。こういう地道なことをやっていきたいと思って
ますが、その結果宇都宮市は子育てしやすい街ラン
キングでは第２位そして、Woman CHINTAIユーザー
が選んだ街ランキングでは第４位ということでケンミ
ンSHOWなんかでも、取り上げていただきました。
　こういう中であっても、これから少ない人口でも
支えやすいという都市構造に変えていくスーパース
マートシティでありますが、どんなまちかというと、
この絵の一番下にありますが、ネットワーク型コン
パクトシティ、これは、私が市長になる前のまちづく
りを行ったときに作った私の造語でありますけども、
コンパクトプラスネットワークだと思っていただけれ

ばと思います。こういう公共交通が縦横無尽に走っ
て、ドアツードアで最寄りのJR線、東武線といった
駅あるいはLRTの電停、そしてバス停、そういったと
ころに行って乗り換えさえすれば、自分の意思で自
分の力で移動ができるというまち、これがNCCであ
りまして、その上に三つの大きな紫赤緑の筒があり
ますけども、これが脱炭素の社会とか地域経済循環
の社会、また地域共生の社会、この三つを柱にして、
デジタルや人の力を使ってまちを作っていく、それ
がスーパースマートシティというまちで、今を生きる
市民だけでなく、次の世代の人たちのための街を今
から作っちゃおう、少子化を見越して今から作っちゃ
おうというものであります。
　そのNCCネットワーク型コンパクトシティの基幹
的な公共交通がLRTとなりまして、そこにバス路線
をどんどん追加をしていく、そしてその隙間を地域
内交通というデマンドタクシー等がカバーをしてい
く、先ほど申し上げたように自分の力で移動ができ
るというまちを、今作っています。LRTにつきまして
は、14.6キロということで、停留所が19 ヶ所そして
追い越し施設が２ヶ所あります。また導入車両は17
編成、1編成3両になっていますそれが17編成という
ことであり、車両定員は160人ということで、座席は
50席用意をしています。最終下りは多分これ以上乗っ
てるんじゃないかなと思うほど、ぎゅうぎゅう詰めで
あります。
　そしてLRTの事業費ですが全体では684億円、ここ
に芳賀町さんの分が含まれています。これを国の支
援が326億円、そして市と町の負担は358億円であり
ましたが、宇都宮市の負担は313億円でございまし
た。また栃木県からも補助をいただいたところでご
ざいます。これを20年間で宇都宮市の負担313億円
を20年間で返していくことになりますが、これは元
利均等ではありません。利息から始まってそこにだ
んだんと元利が含まれていって、大体10年目事業の
折り返しての10年目で、一番返済額が多くなります。
金額にして宇都宮であれば13億円、宇都宮市の一
般会計は約2400億円でありますので、大体0.7%ぐら
いです。全体の予算の中で0.7%の負担で済む、つま
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りは宇都宮市の財政の身の丈の中でできるという事
業になります。
　そして時速は40kmということで、初乗りの運賃は
150円から終点まで行っても400円という大変安価な
状況になっています。通勤定期、通学定期そういっ
たものを使っていただくとより安くなりますし、運転
時間帯は午前４時からまた午前０時ということで、
新幹線の発着に合わせています。
　そして運行間隔としては、開業当初ということで、
８分間隔これはピーク時でありますが、朝と夕方の
通勤通学ラッシュ時間帯は８分間隔、そして日中は
12分間隔です。計画では、６分間隔、10分間隔と
なります。そして、快速もこれから導入されることに
なります。国内初の750ボルトということで、電線の
太さを細くすることができて設備のコスト削減が可能
とか、電力のコスト削減が可能ということでこういう
調整もさせていただきました。
　雷都を未来へということでこのようなコンセプトで
ございます。グッドデザイン賞の特別賞であるグッド
フォーカス賞もをいただきました。日経新聞の日経
優秀製品サービス賞の最優秀賞、これも受賞いたし
ました。
　新潟トランシスさんにこの車両発注させていただ
きましたけども、当初はもっと頭の部分がほぼ平ら
でした。これを何とか鼻を伸ばせ伸ばせとお願いを
いたしまして、もうこれ以上伸ばせないと何度もお
願いをして、原型の形となったところでございます。
　何度も言って、かっこよくなったなって自分では
思ってるところでございますけども、黄色のデザイン
は、これは雷都のまち、雷が多いということで、雷
のライトになっています。雷は迷惑がられるものか
もわかりませんが、栃木県にとっては稲穂が水を多
く蓄えて、そして美味しいお米が採れる恵みの雨に
繋がるということで、地元の方々は「雷様（らいさま）」
と、言っております。そういったところからこういうカ
ラーリングにいたしました。
　キャッシュレス乗車率、このICカードであります
けども、宇都宮の場合にはこのようなカード、これ
Suicaも入っています。全国からSuica等のICカード

で来ていただく方も乗ることができますが、このロー
カルのICカード、これは宇都宮市民の皆さんに使っ
ていただくと、これによってポイントがつきますので、
それが還元されるということと、70歳以上の方は１
年間に１回１万ポイントを毎年差し上げてます。そ
して、今、中学生高校生にも全員にこのカードを配
布させていただきました。そして今年はいよいよ小
学校１年から６年生まで全員の児童にこれを差し上
げていきたいと考えています。
　キャッシュレスがどんどん進んでいけばいくほど、
定時性が図られます。今のところ土日祝日は87%で、
残りはやはり現金払いとなっています。ここがキャッ
シュレスになっていけばいくほど利便性が向上すると
いうことになります。
　これはトランジットセンターでありますけども、５ヶ
所のトランジットセンターがありますがそこにはLRT
が入ってくると、バス、タクシー、そして乗用車等の
駐車場、そういうものがあるとともに、自転車の駐
輪場、そんなものも含めて、LRT降りてすぐにバスに
乗り換えることができるそういうトランジットセンター
が５つございます。
　そして、バス路線でありますけども、LRTだけを作っ
ても全く意味がありません。LRTを背骨に例えばバス
路線はその小骨、この小骨をどんどん増やしていっ
て、その小骨と背骨の隙間を埋めていくのが、先ほ
ど申し上げたデマンドタクシーで誰もが自分の力で
移動ができるというまちになりますので、公共交通
が脆弱であった宇都宮はこれからもさらにバス路線
を増やしてまいります。平日で、従前と比較すると、
プラス148本新たにバス路線を、そして土日も祝日
も含めて増やしているところであります。そしてさら
に端末の交通として電動アシスト自転車、電動キッ
クボードこれをシェアリングサービスを行って、その
ポート数も47 ヶ所となっています。
　そして、平日の利用者数ですが、約１万3000人で
ありました。４ヶ月経ちましたけども４ヶ月連続で増
加をしています。また土日祝日も約１万人ということ
で、当初の軌道運送高度化実施計画と比較し、約２
倍から３倍の方が利用しています。来月で半年にな
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りますが、まもなく利用者が200万人を達成すること
になります。
　バスの利用者も増加、また車の交通量はこちらに
乗り換えてる方が多いので１割減少になっています。
これからも利用が定着し、利用者数が増えていけ
ば、車の交通量も減っていくということになって、ゼ
ロカーボン社会、そういったものに着実に前進をし
ていきます。下の写真は一番左が平日７時頃の様子
で、また右側が沿線のショッピングセンターに向かっ
ていく休日のお客様であります。
　ちょうどLRT宇都宮駅から発車しまして10分ぐらい
のところにショッピングセンターがあります。そこに
来る方が予想以上に多いということ。終点まで乗る
方は、多分にLRTに乗ってみたいという方とか観光
客の方だと思います。
　そして開業後５ヶ月で、各地からの行政視察民間
企業の視察の方々が201件ということで、先ほど議長
のご挨拶にもありましたが、今はお断りをしている、
とてもとても職員が対応できないような状況でありま
す。そして海外からの視察、これは民間の方々また
大使館を通しての依頼等が増えております。
　海外にとってはLRT事業はそんな珍しくはないと思
うのですが、宇都宮市の場合には再生可能エネル
ギー 100%でこのLRTが走るということで、そこに興
味があるようでございます。
　そしてLRTの沿線におきましては、効果が大きく表
れておりまして、左側は総人口が全然どんどん減っ
ていきますが、右側はLRTの沿線東側ですが、人口
がプラス８%と増えています。そしてLRT沿線の高層
建築物６階以上の建物を主にマンションであります
が、これも増加をしています。北関東の中で一番増
加率が高いということ、そして地価でありますが、右
側二つについては商業地の地価、これも駅東側だけ
はプラス４%、そして住宅地の地価もこれも駅東側
だけはプラス８%という状況で土地の評価が上昇し
ています。先ほど申し上げた人口が８%増えていま
すので、当然子どもたちも増えて、既存の小学校が
もうパンク状態でありましたので、ゆいの杜小学校
というのを、建設をさせていただきました。１年か

ら６年生で合計845名ということで、宇都宮一番の
マンモス校、多分北関東一番のマンモス校になって
います。
　軌道運送高度化実施計画が認可をいただいた瞬
間から、このあたりがどんどん人口が増えてきました。
そして経済的な効果といたしましてはその他に603億
円の事業のなか130億円のマンション等の建設があ
り、関連産業の需要増加として580億円の直接的な
効果が生まれ、建設会社に当然お金が回り、そして
建設会社が資材会社等に発注をいたします。その第
一次効果が160億円、そしてそこから社員の所得が
上がって消費に回ります。それが第二次効果として
同じように160億円ということで、合計900億円の経
済効果が既にありました。
　この他にさらに利用者数を増やしていこうというこ
とで、車両基地のある平石駅前でありますけども、
東部総合公園を建設をするということで今、計画が
スタートいたしました。パークPFIの手法を使いまし
て、アーバンスポーツの施設、毎年世界大会宇都
宮で開催しています3ｘ3の大会と、スケートボード
BMXの国際大会ができる施設を全天候型として作る
とともに、カフェレストラン、また地元の方々が大変
張り切っておりまして、地元の農産物を直売したいと
いうことで、これも計画の中に入ってます。
　そして、これから進めていく駅西側の延伸でありま
すけども、これはJR宇都宮駅の駅西側でございます。
この再開発事業について今勉強会がスタートいたし
まして、LRTと同時進行で西側について考えてまいり
たいと思います。
　 先 ほど申し上 げ たLRTは 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
100%で走ります。一番左側のクリーンパーク茂原と
いうごみ焼却施設ですが、家庭から運ばれたごみを
燃やしている施設ですが、ここでできたエネルギー
を基にした電気、これを100%使ってLRTを運行する
のが世界的にも宇都宮が初めてということでござい
ます。
　このようなことから大きな評価を今いただいてい
ますが、これも全て次の世代のため今からやってい
こうというのが私達の考えで、それが私達の責任と
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義務だと思っています。
　もちろん今を生きる市民の皆さんのための施策も
展開をしていきますが、もう一つ次の世代のため、
こうしたまちのための一つの装置がLRTということで
ございます。でもこのLRTがないと、本市が進める
スーパースマートシティはできません。
　今回、国、そして県の皆様方、多くの関係者の方々
に心から感謝を申し上げるとともに、宇都宮市の責
任として、LRT化、LRTを新設する、そういう都市に
少しでもお役に立ちたいと思ってます。
　どんなデータでも、また今まで行った経験も全て
お話をしていきたいと思いますので、必要とあれば
お声をかけていただきたいと思います。
　ありがとうございました。
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佐 藤 栄 一
宇都宮市長

森 ⽥ 康 夫 様
豊橋市副市⻑

深 ⼭ 　 隆 様
富⼭市活⼒都市創造部⻑

天 野 周 治 様
札幌市副市⻑

平 澤 重 之 様
岡⼭市都市整備局⻑

⾚ 倉 史 明 様
⻑崎市まちづくり部政策監

⽯ 井 朋 紀 様
松⼭市開発・建築担当部⻑

荒 神 原 政 司 様
広島市副市⻑

深 ⽔ 政 彦 様
熊本市副市⻑

松 枝 岩 根 様
⿅児島市副市⻑

コーディネーター

早稲田大学理工学術院  教授
森 本 章 倫 様

早稲⽥⼤学⼤学院をご卒業後、
マサチューセッツ⼯科⼤学研究員、
宇都宮⼤学教授などを歴任、
現在は、早稲⽥⼤学理⼯学術院創造理⼯学部教授
⽇本都市計画学会会⻑、⽇本交通政策研究会常務理事
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ころがこの図でございまして、LRTで未来を紡ぐ、こ
ういったときに、おそらく三つ大きな視点があると、
最初の視点はネットゼロレジデンスに関連するよう
な交通のネットワークの構築でございます。人々が
自由に移動できるような環境を作っていくこと。これ
はLRT化であったり、駅前の延伸であったりあるいは
乗りかえ施設の利便性を上げるということ。
　二つ目が、誰もが自分の力で移動できると、車を
持ってる方だけが自由に移動できる社会という、こ
れは大変魅力がないですね。そうではなくって、お
年寄りも子どもも、障がいを持ってる方も移動でき
るという視点でまちづくりと一体となった整備をする
と、先ほど佐藤市長の方からも、多くの事例が示さ
れたと思います。決してLRTだけではなくてまちをど
う変えていくのか、これが非常に重要であるというこ
とですね。
　最後は新技術等を活用しながら、いかに持続可能
な経営基盤を作っていくかと、ここが非常に重要に
なろうかなと思っております。
　そういった意味で今日、各市の方々にお話をいた
だきますが、後半はですねこの三つの視点をベース
にしながら議論させていただいて、最終的にこの場
で宣言文を、考えていきたいと思っております。
　それでは順番に９の都市の方からお話をいただき
ますが、大変恐縮なんですが、素晴らしいパワーポ
イント作っていただいているんですが、時間が限ら
れているよということで、一つの市、五分程度でお

皆様こんにちは。ただいま紹介いただきました早稲
田大学の森本でございます。
　それでは、ここから私が司会進行しながら、首長
会議を進めていきたいと思っております。
　最初に、今日の大きな主題である、「まちの未来
を紡ぐLRT」というお話からさせていただきたいと
思っております。
　LRT都市サミットでございますが、皆さんよくご存
知のように、路面電車のLRT化に取り組み、人と環
境に優しいまちづくりをするということで作られてい
る会合でございまして、目的自身はですねLRTを作る
というよりも、むしろ豊かな社会をつくる、元気な都
市をつくる人々のウェルビーイングを上げると、こう
いったことが目的となっております。
　そう考えると、このまちの未来を紡ぐという言葉の
中には、新しい、そして持続可能な社会へ向けて我々
が走り出すんだという思いが込められていると理解
できると思います。
　さて、新しい都市ですが、どういうふうに考えるか。
これはいろいろなところでいろんなことを議論があり
ますが、今年の７月に、G7の都市大臣会合が日本
で初めて行われました。そこで議論された先進７カ
国の中で大きな三つの方針が示されたので、今日は
これを一つの鍵にして皆さんと議論をしていきたい
と思っております。
　一つ目がネットゼロレジリエンスと、脱炭素であっ
たり災害に強いようなまちづくりを進めていく。それ
から二つ目が、誰1人取り残さず、多様なニーズに
対応するインクルーシブ、そして最後は技術・デジ
タルというキーワードでございます。これを皆さん
と一緒に共同で作っていくというのが、このコミュニ
ケで示された大きな一つの方針でございます。これ
を、LRTを少し絡めてですね、私なりに理解をしたと

森 本　章 倫
早稲田大学理工学術院  教授

コーディネーター

森本　章倫【早稲田大学理工学術院教授】
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話しいただけると、後半のディスカッションに繋がっ
ていくと思っておりますので、ぜひご協力いただけ
ればと思っております。それでは札幌市様から、ご
報告お願いできますでしょうか？

　皆さん、こんにちは。札幌市の天野でございます。
私からは札幌市のまちづくりと路面電車と題してご説
明をさせていただきます。
　まず本題に入る前に札幌について紹介する画像を
少し見ていただければと思います。これが札幌の風
景でございます。そしてこちらが観光スポットや食事
などを写したものでございます。ぜひ札幌市にもお
越しいただければと思います。
　それでは本題に入らせていただきます。まず札幌
市のまちづくりについてご説明させていただきます。
札幌市は令和4年8月に市制施行100周年を迎えまし
た。そして同年10月には最上位の総合計画でありま
す第2次まちづくり戦略ビジョンを策定いたしまして、
次の100年に向けたまちづくりの一歩をスタートした
ところでございます。
　次にまちを支える公共交通のネットワークについ
てご説明をいたします。札幌市では地下鉄・JRといっ
た大量輸送機関を軸といたしまして、これらの駅に
バスや、この赤い線で示しております路面電車を接
続することによりまして交通ネットワークを形成をし
ております。
　次に平成27年度に開業いたしました路面電車の
ループ化事業について説明をいたします。
　この事業はこれまで軌道がなかった大通りとすす
きのの間の約400mを繋ぎまして、ループ上の環状
の路線とするものでございます。新たな区間には、
歩道側を走行し、歩道から直接乗降できるサイドリ

ザベーション方式を導入をしております。ループ化
によりまして1日当たりの利用者が2000人増加。これ
まで2万人弱ぐらいの利用者がいましたけども、さら
に2000人増加した他に、車椅子の利用者も約4倍に
なるなど、効果がございました。
　続きまして現在の札幌の都心部の状況についてご
説明をいたします。2030年度末に北海道新幹線の
札幌延伸が予定をされております。新幹線の延伸を
見据えて札幌の都心部では再開発が活発化するな
ど、まちのリニューアルが加速化しているところでご
ざいます。
　こういった背景を踏まえまして札幌市の路面電車
の役割を、このように整理をしております。
　まず、路面電車は都心における移動を支える公共
交通でございまして、観光客の足としても重要な役
割を担っているものでございます。また、都心部以
外の沿線にも様々な施設が点在していることから、
それらがこの都心部のまちのリニューアルと相乗効
果を発揮しまして、更なる賑わいの創出と活性化を
期待しているところでございます。
　ここで札幌の人口の推移について、少しご説明さ
せていただきます。札幌市は一貫して市制施行以来
人口増加でございましたが、2021年を境に人口減
少の局面を、いよいよ迎えたところでございます。
　そこで路面電車の今後の展開についてもこのこと
を踏まえることが必要であると考えております。路面
電車につきましてはループ化後の展開として三つの

天野　周治【札幌市副市⻑】

天 野　周 治
札幌市  副市⻑

パネリスト
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地域への延伸を検討しておりました。令和4年度に
検討結果の取りまとめを行いましたが、様々な課題
を総合的に判断をいたしまして、延伸は残念ながら
困難と整理をしたところでございます。
　特に人口減少を踏まえた事業継続性を考慮した場
合に、既存線の経営にも影響する可能性があること
が重要な判断材料の一つとなったところでございま
す。そのため今後は既存線の維持活用を中心に進
めて参ることにしております。
　なお、延伸対象地域でございました創成川以東地
域におきましては、現在新たな公共交通のシステム
についても検討を進めているところでございます。
　改めて既存線の利活用についてでございますが、
四季折々の風景に溶け込むまちのシンボルとして、
また都心の魅力を高めるものとして路面電車を引き
続き都心の街作りに活用していきたいと考えてござ
います。
　ここからは札幌市のLRT化に向けた取り組みにつ
いてご紹介させていただきます。
　まず上段は車両との段差解消や、スロープ手すり
などの設置による停留場のバリアフリー化でござい
ます。そして下段につきましては、走行時の振動を
抑え、乗り心地を良くするためのレールの制振軌道
化でございます。
　そして次の取り組みは、バリアフリーでデザイン性
が高い車両による街の魅力向上を目的といたしまし
た低床車両の導入でございます。低床車両は、ご覧
のように左側の単車タイプと右側の連接タイプの二
つのタイプがございます。現時点で13両導入済みで
ございまして、全36両の36%を占めております。今
後も年1両ずつの入れ替えを予定しているところでご
ざいます。
　最後に利用促進に向けた取り組みでございます。
上段は観光客をターゲットとした24時間券と市電
ファンをターゲットとした企画乗車券でございます。
　また下段はポケモンGoなどとタイアップをいたし
ましたラッピング車両でございます。
　以上、札幌の取り組みを紹介させていただきまし
たが、路面電車を維持存続させ後世に残していくた

めにも、引き続きLRT化や、利用促進策等に取り組
んでまいりたいと考えております。
　ご清聴ありがとうございました。

　天野さん、どうもありがとうございました。それで
は続いて、富山市の深山さん、よろしくお願いいた
します。

　富山市の深山と申します。よろしくお願いいたしま
す。
　富山市からは公共交通を軸としたコンパクトなま
ちづくりということでお話をさせていただきます。
　初めに本市の概要でございます。人口が約41万
人余りの日本海側の中核市でございます。人口減少
ですとか、少子高齢化、これがかなり以前から予測
をされていたということで、今から約20年ほど前に
なりますけれども、こちらにありますお団子と串の都
市構造ということで、コンパクトなまちづくりに取り
組んでおります。
　そのコンパクトシティを実現するための三本柱と
いうことで最初にあります、公共交通の活性化、中
でも、特にこのLRTを活用したまちづくりというのが、
本市の大きな特徴ということでございます。
　そのLRTのネットワークを形成するということで、
こちらのシートにつきましては、先ほど国土交通省
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ねしたところ、増えたというふうに回答される方が一
定程度いらっしゃるということで、この南北接続が中
心市街地の賑わい形成にも繋がっているものと考え
ております。
　こちらはですね、同じく賑わい形成という観点で取
り組んでおります。ソフト政策の方になりますけれど
も環状線の一部を活用いたしましてトランジットモー
ル化の社会実験にも取り組んでおります。ここは元々
越中大手市場という歩道部のみを活用したマルシェ
が開催されておりましたが、これが月に１回、年22
回あったんですけれども、このうちの年３、４回程
度をトランジットモール化で行うというものでござい
ます。
　その状況ですね、ご覧のとおり本当にたくさん人
が歩いていて賑わいが形成されております。歩行者
通行量を調査しましたところ、この歩道部のみでの
マルシェの越中大手市場と比較いたしますと、通行
量は約2倍、マルシェの開催されていない通常の日
曜日と比べると約4倍ということでございます。
　こうしたLRTの整備やいろんな取組によりまして、
コンパクトなまちづくりの方にも様々な効果が出てお
ります。地図の真ん中、中央に青い部分があります。
こちらは市内電車の環状線化ですとか、南北接続を
行った中心地市街地の部分になりますけれども、人
口の社会増減を調べてみましたところ平成20年度よ
り、転入超過をずっと維持しております。
　そしてその周りの赤い部分になります。これは富

様の方からちょっとお話がありましたので割愛させて
いただきますけれども、左下の２枚の写真にありま
す富山駅高架下での南北接続、こちらを詳しくご説
明したいと思います。
　こちらがその地図でございます。事業としては２
段階に分けておりまして、まず、富山駅の南側、第
1期といたしまして新幹線の高架下に乗り入れを行っ
たのが平成27年の３月。そして第2期で取り組みま
したのが、在来線の高架下に路面電車乗り入れて南
側の線路と繋ぐというのが完成したのは令和２年の
３月ということでございます。
　こちらは整備後の様子でございます。ガラス細工
の壁面ですとか門型の架線柱を連続的に配置するな
ど非常にデザインに凝ったものとしております。
　こちらは整備後の停留場の状況でございます。新
幹線と在来線の高架下、改札の目の前、距離にして
約38mの場所に設置をしております。
　整備前の状況がですね、この移動距離に約150m
を要したということ、そして道路上にありましたので、
雨や雪のときには強風にさらされながら大変つらい
思いをして待っていたという状況を考えますと非常に
利便性、快適性が向上したというところであります。
　こちらは接続後の運行形態でございます。ご覧の
とおりですね、多様な運行ルートが乗り換えなしで
実現できるようになったということでございます。そ
して料金の方も全区間均一ということで210円でどこ
にでも行けるようになったということでございます。
　こうした様々な利便性向上策を施した結果、利用
者数の方は大変増えているということでございまし
て、南北接続の接続前の平成26年と接続後の令和
４年、これはまだコロナの影響にある期間でござい
ますが、利用者数でいくと16%の増加。中でも特に
定期券利用者にいたっては31%の増加ということで、
通勤・通学の方に非常に多く利用されるようになっ
たということでございます。
　こちらはですね、まちづくりの観点で少しアンケー
ト調査をとったものでございます。
　南北接続の前後で中心市街地を訪れる頻度はどう
なったかということを利用者と沿線住民の方にお尋

深⼭　隆【富⼭市活⼒都市創造部⻑】
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　豊橋の森田でございます。
　豊橋の路面電車を生かしたまちづくりについて紹
介をさせていただきます。
　表紙は、長年ライフワークとして路面電車のある
風景を描き続けてくださっている画家の伊奈彦定さ
んという方の作品で、この後紹介する、「とよはし市
電を愛する会」という民間市民団体を引っ張ってく
ださっており、象徴的なこういった風景をずっと描い
ています。
　豊橋市は人口37万人の中核市、東京や大阪から
新幹線で80分でアクセスできます。三河港や、豊川
用水といったインフラの恩恵を受け工業・農業が盛
んでロケの街としても有名です。
　また、共働き子育てしやすい街として２年連続全
国３位の評価を頂戴しております。都市計画のマス
タープランの中で、路面電車を含めた公共交通を
しっかりと位置づけ、また立地適正化計画において
この路面電車の沿線を歩いて暮らせるまち区域とし
て設定をし、その区域への移住促進を図っていると
ころでございます。
　市内の路面電車は豊橋鉄道株式会社が運営してま

山ライトレールの整備などを行いました、公共交通
の沿線居住推進地区になりますけれども、当初は転
出超過というふうな状況でございましたが、平成24
年以降はずっと転入超過といった傾向を維持してお
ります。
　こちらは、民間投資の状況でございます。先ほど
の、環状線などの公共投資が呼び水となりまして、
その沿線におきまして市街地再開発事業ですとか優
建といった民間投資が活発に行われているという状
況が見て取れるかと思います。
　こちら最後のシートになります。地価の状況でご
ざいます。富山県全体では地価は下落傾向というこ
とでございますが、この環状線の沿線ですとか、南
北が繋がった富山駅の北側、地区こうしたところで
はコロナの時期は一旦下がった時期もあったんです
が、また地価の方は上昇傾向ということでございま
す。
　私からの説明は以上でございます。
　また今後もですね路面電車に関係する都市の皆
様、そして国土交通省様のご支援ご指導いただきな
がら、しっかりとLRTによるまち作りを進めてまいり
たいと考えております。ご清聴ありがとうございまし
た。

　深山さん、どうもありがとうございました。
　最先端のですね事例たくさん紹介してきましたあ
りがとうございました。
　それでは続きまして豊橋市の森田副市長さんよろ
しくお願いします。
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の市電プロレス。交通事業者の豊橋鉄道が、地元
の学生を応援したいということで実現をしました。ま
た、農協と豊橋の農作物の宣伝ということで、路面
電車でPRしようと企画しているものであります。
　最後です。このように、豊橋の路面電車というのは、
街の風景に溶け込んでおりまして市民の生活に欠か
せないものとなっております。行政・市民・事業者
が一体となって支えまちづくりに生かしていきたいと
思っております。
　以上、ご清聴ありがとうございました。

　森田副市長、どうもありがとうございました。
　大変魅力的な交通事業者の取り組みや市民等の

「市電を愛する会」で大変良い試みをお話をいただ
きまして誠にありがとうございました。
　それでは続いて、岡山市の平澤局長様よろしくお
願いします。

して、大正14年からほぼ100年の歴史を持っており
ます。現在も市民の大切な足として活躍し、沿線に
は様々な施設が形成されております。
　その中で今般、新しく多目的屋内施設新アリーナ
を、この路面電車の駅から数えて６番目付近にある
公園の中に建設予定となっており、またこの路面電
車の更なる活用が図られると考えてございます。
　次に、路面電車の輸送人員ですけども、利用促進
を頑張っていますが、コロナ禍による減少から戻っ
てないという厳しい状況にございます。
　そのような中で、路面電車の活性化のため、行政
あるいは交通事業者または市民団体それぞれ活動を
してまいりました。
　市の方では停留場のバリアフリー化、軌道敷の改
修、こういったものに対して、事業者補助を行うほか、
連携しながら各種の利用促進策を講じてきておりま
す。
　去年の末から始めたホットな取り組みで絵本の駅
というのを始めました。公共交通に乗車する子育て
世代の不安を少しでも解消しようと、駅の改札など
で絵本を無償で貸し出しているものであります。この
ラックや絵本はリサイクル用品を活用しています。
　また、路面電車沿線の賑わいを創出するための
様々なイベントを市、交通事業者・市民が一体となっ
て実施をしているところです。
　市民の取り組みとしてですが、本市には33年の歴
史を持つ「とよはし市電を愛する会」という市民団
体があります。
　４月10日を市電の日と定め、市電を愛する会を中
心に豊橋鉄道、本市が一体となってイベントを実施
をしています。去年は私も参加させてもらって創立
30周年記念式典を開催いたしました。
　交通事業者である豊橋鉄道の取組では、夏の納
涼ビール電車、冬のおでん車ということで様々な企
画を展開をしております。現在はおでん車が運行し
てますので、豊橋に来る機会があればぜひ利用して
ください。
　その他にも、最近の例として、豊橋にキャンパス
のある愛知大学のプロレス同好会が主催した日本初
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らまた、連動したまちづくりの取り組みといたしまし
て、中心市街地の魅力とか、回遊性の向上の取り組
みを行っているところです。
　先ほど見ていただいたものが、岡山駅前広場のイ
メージパースですね。この駅前の交差点の手前に電
停があるため、JRとの乗り換え距離が長く地下を通っ
ていくか、横断歩道を２回渡っていただかないとい
けないというところ、他の都市から来られた方、駅
前広場に降り立っても電停が見えないというところが
大きな課題だと思っておりました。これは、令和８
年度末の完成を目指し事業を進めているところでご
ざいます。全体としては、岡山県には後楽園という
全国の三名園というのがありますので、それに見立
てたデザインで、交流空間、憩いの空間として再整
備することとしております。
　その他、路面電車につきましては、ネットワーク
系を拡充するため、ネットワーク計画というものを
策定し、ここでいう４としている区間を短期に位置
づけ、令和３年に都市計画決定を行ったところです。
　非常に路面電車の距離が短いんですけども、その
上両方がそれぞれ放射状に行ってますので、ここの
区間を繋ぐと非常に便利で環状化すると便利になる
のではないか。それから、この環状化するところに
は新しい劇場を岡山市の方で作りましたので、ぜひ
賑わいの創出に繋げていきたいということで、作っ
ていくことにしております。それを検討したいという
ことで来年度予算に今要求を上げているところでご

　岡山市の平澤と申します。よろしくお願いいたしま
す。
　岡山市は地形が平坦で、また温暖な気候で、晴
れの日が多く、さらには中四国のクロスポイントであ
り、交通の要所であるため、大変便利で暮らしやす
い都市です。72万人の人口がおります。岡山市総合
交通計画におきまして、コンパクトでネットワーク化
されたまちづくりを目指すこととしております。
　この中で、マスカットとフルーツが岡山有名です
ので、それを踏まえてマスカット型都市構造と名前
をつけているところでございます。
　平成30年に岡山市総合交通計画、平成31年４月
に都市計画マスタープランを改定し、このコンパクト
でネットワーク化されたまちづくりを進めております。
立地適正化計画も作っておりまして、拠点を17、位
置づけておりますけれども、その都心と拠点を結ぶ
バスが主にやってますけども公共交通は幹線的なバ
スの沿線に居住誘導区域というふうにしているところ
でございます。
　それから、路面電車の岡山駅前広場乗り入れを進
めております。岡山駅は岡山の一番の交通結節点で
ありますけれども、路面電車だけが駅前広場に入っ
てないので、路面電車を含め、駅前広場へ乗り入れ
るため、路面電車は100mほど延伸する計画として
おります。
　岡山駅の下には地下街があります。地下街があっ
てこの地下街に対して梁と柱の補強をして、路面電
車を乗り入れることにしているんですけれども、20店
舗ほど、２年間お休みをいただいて工事をしなくて
はいけないので、ここの調整に非常に時間がかかっ
たところでございます。
　概ね話ができましたので、今年の８月ぐらいから
本格的な工事が始まるところでございます。それか

平 澤　重 之
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路面電車は、交通事業者であります広島電鉄株式会
社様により運行されております。スライドの緑の線で
表示しております路線は、市の中心部、「デルタ市
街地」における主要な公共交通機関となっておりま
す。
　また赤の線で表示いたしておりますのは、広島電
鉄宮島線で鉄道線となっております。路線延長は全
体で35.1km、１日当たりの利用者数は約12万人で、
路線延長利用者数ともに日本一の規模となっており
ます。
　次に本市では、デルタ市街地内における公共交通
の円滑化を図るとともに、都市の更なる魅力向上を
図るため、超低床車両の導入やICカード利用者の全
扉乗降方式の導入など、広島電鉄株式会社様と連携
協力しながら、LRT化に取り組んでおります。
　こうした中、本市では陸の玄関であります、広島
駅の南口の周辺地区と中国地方最大の商業地であり
ます紙屋町・八丁堀地区、この両地区を、都心の
東西の核と位置づけて楕円形の都市づくりを進めて
おります。
　東の核であります広島駅周辺地区につきまして
は、市街地再開発事業、マツダスタジアムの建設、
南北の自由通路の整備など多くの事業を進め、新た
なまちの賑わいを生み出しているところでございま
す。
　またですね、中四国地方の陸の玄関にふさわしい
まちづくりを後ほどご説明させていただきます。
　西の核であります紙屋町・八丁堀地区におきまし
ては来月に新サッカースタジアム「エディオンピース
ウイング広島」が開業いたします。全国にも稀なま
ちなかスタジアムでございます。
　このように楕円形の都心づくりを進めていく中で、
更なる回遊性の向上を図るため、現在、路面電車
の機能向上に向けた新たな運行ルートの整備に取り
組んでおります。
　この新たな運行ルートはスライドの紫の線で表示
いたしておりますけれども、本市の中心部を環状に
結ぶルートであり、既存路線を活用したものとなっ
ております。都心の西の核である紙屋町・八丁堀地

ざいます。
　これについては、札幌さんなんかでやっている、
サイドリザベーション方式を取り入れることですね。
また、まちの装置という話がありましたけども、より
良いところにしたいと思います。
　吉備線もLRT化をやることにしておりますけれども
今ちょっと非常に厳しいので中断しております。
　その他ですね、様々な賑わい創出の政策をやって
おります。以上でございます。
　ありがとうございました。

　すいません。平澤さん、ぴったり合わせていただ
きました。ありがとうございました。
　岡山の取り組みはマスカット形ということで、富山
さんは串と団子形で宇都宮は先ほど市長がお話あっ
たネットワーク型という同じような形の都市を目指し
ているということが共有できたというのと比較的、難
しい事業を岡山さんはどんどんやっているというよう
な印象を受けております。ありがとうございました。
　それでは続いてですね、広島市の荒神原副市長
様よろしくお願いいたします。

　広島市でございます。本市のLRTの取り組みにつ
いてご紹介をさせていただきます。
　まず、本市におけます路面電車の位置づけです。
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ライド右側の大きなガラス面から降り注ぐ太陽光あ
るいは風を感じられる空間となっております。
　南口広場の再整備等に関する今後のスケジュール
でございます。令和７年春、新駅ビル開業と路面電
車の駅前大橋ルートと環状ルートの供用開始を予定
いたしております。その約２年後に、令和８年度末
には南口広場のバス、タクシー、マイカーエリアの
完成を予定いたしております。
　最後に、今後大きく生まれ変わります広島のまち
にご期待いただきますとともに広島にお越しの際は
ぜひとも、路面電車にご乗車いただきますことをお
願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。

　荒神原様、どうもありがとうございました。日本一
の路面電車の街ということでですね、宇都宮にとっ
ても大変、広電さんも含めて、ご尽力いただいて、
中尾さんという大変ですね素晴らしい方に来ていた
だいて仕組みを作ったと。
　そういう意味では路面電車が繋がってるという感
じが大変いたします。どうもありがとうございました。
　続きまして松山の石井部長さんお願いできますで
しょうか。

区と平和記念公園などが環状で結ばれることで更な
る賑わいの創出や回遊性の向上が大きく期待されて
いるところでございます。
　こちらは先ほどのスライドの拡大版になります。新
たなルートである駅前大橋ルートを整備し広島駅と
紙屋町・八丁堀地区の定時性の確保を行うとともに、
同区間で約４分、駅と海、広島港を結ぶ比治山線
で約５分短縮するなど、速達性向上にも努めてまい
ります。この新たなルートの整備に伴い黄色の部分
は廃止をいたします。
　こちらは先ほど申し上げました新駅ビル、JRの駅
ビルと南口広場をほぼ正面から捉えた完成イメージ
となっております。JRの中央改札口がある新駅ビル
2階に路面電車が乗り入れることで、JRとの乗り継ぎ
が格段に向上いたします。
　また、シンボリックなデザインにも配慮いたしまし
て大屋根を設けてゲート性を演出いたしております。
こちらは駅南口広場の再整備完了後のレイアウトで
２階平面図になります。
　同レベルで歩行者ネットワークを構築することで
賑わいの創出と回遊性の向上などを図りたいと考え
ております。
　こちらは新駅ビル２階の路面電車の乗降場となっ
ております。商業施設と広場が融合した賑わいのあ
る空間として整備される予定です。
　これは先ほどのスライドを横から捉えた完成イ
メージです。路面電車の停留場を大空間で覆い、ス

荒神原　政司【広島市副市⻑】
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　伊予鉄道さんではですね、「みきゃんアプリ」とい
うのをですね作ってまして、これは市内電車とかで
すね、乗るときに利用料金の５%分をポイントで還
元するということで、乗ってる方もみきゃんアプリを
使ってる方というのがよく見受けられるようになりま
した。
　あとJR松山駅では鉄道高架事業をやってるんです
けども、その高架事業に合わせて、この図面の右手
ここが東側ですけども西側にですね、路面電車を延
伸する計画がありまして、今道路を整備するための
用地買収がもうほぼ終わりましたので、今後、沿道
の利用状況とか、更なる延伸の計画がないとなかな
かうまくいかないということで、そこの部分を念頭に
入れてから都市計画決定をしていこうと考えておりま
す。
　これがJR松山駅をですね、手前側が東側で延伸す
る道路がですね、奥側にちょっとパースで見えると思
うんですけど、そういう延伸をしていくというイメー
ジです。今さらに景観整備とか「バスタ事業」とい
う話が入ってきたので、パース図はちょっと異なるよ
うなものになるのかなと思ってます。
　これは市駅前ですけども、ここも路面電車から郊
外線の電車と乗り継ぎ利便性を向上するということ
で今、二つの大きな結節点で同時に事業をしていく
というのがこちらの図面になります。以上で終わりま
す。

　松山市です。それではまず、１ページ目。
　この写真は、今ちょっと運休してるんですけども、
観光列車でですね。坊っちゃん列車というのが走っ
てます。
　なかなか３人乗務員で人が確保できないというこ
とで、今、運休はしてますけども、これは坊っちゃ
ん列車と新型のLRVから松山城が見えるという写真
です。
　松山はですね、ここに来ている方は路面電車があ
るまちっていうのは知ってるんですけども、松山って
どこですかっていうことを聞かれることがよくありま
す。道後温泉があるとこですよと言うとですね、そこ
は松山なんですねということで、道後温泉本館に観
光で来られる方は結構多いんですけども、修復工事
というのをしてまして令和６年の７月から全館開館
ということで今は一部、利用ですけども、それをし
ているのが道後温泉です。これも道後温泉の写真で
すね。
　路面電車はですね、先ほど言った松山城の周りと、
松山市駅、JR松山駅という交通結節点、それと道後
を結ぶ路線で運行をしております。
　これは新型の車両ですね。あるのは電車ですけど
も単車、伊予鉄道さんは連結は運行していませんの
で全てが単車ということになります。
　最近のLRVについてはですね、デジタルサイネー
ジがついてていろんな宣伝とかをするんですけども、
この旧のボギー車についてはですね、デジタルサイ
ネージがついておりませんので、つり革にご当地の
タルトとかですね、みかんとか、砥部焼ってこれは
松山市ではないんですけども、郊外にある瀬戸内の
有名なものをつけたりしてですね、走っているという
のがこちらの写真になります。これはこれで結構人
気があるものです。

⽯井　朋紀【松⼭市開発・建築担当部⻑】
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西九州新幹線が開業し、昨年は新市庁舎が開庁しま
した。そして今年の10月には、スタジアムやアリー
ナを核とした民間主導のプロジェクト、長崎スタジア
ムシティの開業を迎えます。
　こうした事業は全て路面電車の沿線で進められ、
路面電車は本市のまちづくりに重要な役割を果たし
ています。
　本市の路面電車の役割を数値でおさらいしします
と、路面電車は公共交通機関の分担率の約２割を
占め、利用者数はコロナ前で年間約1600万人、１
日当たり約４万4000人が利用されている重要な交通
機関です。
　ここからは路面電車の利便性向上策の事例をいく
つかご紹介いたします。
　まず、低床電車の導入を平成15年から手がけてい
まして、15年から17年にかけて３編成、22年から30
年にかけて同じく３編成、それから令和3年度と今年
度に１両ずつ、運行事業者のご尽力のもとで国のご
支援をいただきながら、導入車両数の拡大を図って
います。
　DX化の取り組みとして、主要な電停には接近表示
システムを設置し、車両や低床車両の接近が一目で
わかるようなシステムとなっています。
　その他に運行管理用に用いていたロケーションシ
ステムを一般の方に公開し、誰でも電車の位置を把
握できるようになっています。
　お聞きいたしますと、１日あたり4000件のアクセ

　石井様どうもありがとうございました。
　松山は私の大好きな街の一つでございまして、昔
から路面電車だけじゃなくて道路空間の再配分も含
めてですね、極めて人と環境に優しいまちづくりを
やっている自治体の一つでもございます。延伸計画
大変楽しみにしております。それでは続きまして長崎
市の赤倉さんお願いできますでしょうか。

　長崎市の赤倉です。私からはLRTと歩むまちづくり
と題し、本市の取り組みをご紹介いたします。
　本市の地勢は、九州の西端に位置し、周囲が海と
山に含まれた特徴的な地形を有しています。この独
特の景観は夜景の面でも評価されています。人口39
万人、面積は約406平方キロの中核市です。
　全国共通かと思いますが人口減少に伴う公共交通
網の縮小が課題となっています。
　長崎の交通公共交通網は、中心部の限られた平
坦地で路面電車が運行され、その沿線を中心に、
主な観光地や大型商業施設が立地しています。公共
交通の当県人口カバー率は８割と高く、公共交通全
体の利用者数は年間約6800万人に上ります。
　長崎市の将来都市構造は、ネットワーク型コンパ
クトシティを目指していまして、立地適正化計画と地
域公共交通計画の連携が重要と考えています。
　現在は100年に一度と称されるような大規模な開
発が路面電車の沿線で進んでいます。2022年には
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　それでは続いて、熊本市の深水副市長さんお願い
いたします。

　熊本市の副市長の深水でございます。私から熊本
市の状況についてご説明申し上げます。熊本市には
大正13年（1924年）に開通いたしました、市民が
親しみを込めて「市電」と呼ぶ、路面電車が走って
おります。
　この市電は、熊本市の公営企業であります交通局
が運行管理を行っており、市の基幹交通であるとと
もにシンボルとなっており、ちょうど今年、令和６年
には開業から100周年を迎えることになります。
　今日は、この市電を中心とした取組についてお話
させていただきます。まずは、簡単に熊本市の概要
をご紹介します。
　熊本市は九州の中央に位置をしておりまして、人
口約74万人、九州で３番目、全国で20番目の政令
指定都市でございます。日本三大名城の熊本城をは
じめ、上水道の全てを地下水でまかなうなど、歴史、
文化と自然に恵まれた都市でございます。
　平成28年、熊本地震が起きまして、市全体が甚大
な被害に見舞われたわけでございますが、実はこの
本震発生から３日後には市電は一部運行を再開して
おりまして、その翌日には全線が開通し、その後の
復興を牽引してきました。
現在、熊本駅あるいは中心部で賑わい創出を目指し
た整備が着々と進んでおります。
　熊本都市圏の公共交通の状況でございます。鉄
軌道については、１日６万5000人、路線バスにつ
いては、１日約５万7500人が利用しております。市
電の利用者、運賃収入の推移については、熊本地
震で一時減少をいたしましたが、コロナ禍前までは

スがあり、一昨日、長崎での積雪の際には３万件以
上のアクセスが半日であったということで、非常に市
民の方々が利用されている実態です。
　車両自体のデザイン性やイベント性を上げるとい
う取り組みの中で、左側にあります「みなと」とい
う車両は鉄道デザイナーの水戸岡鋭治様にデザイン
をしていただいた車両です。また、真ん中の「あかり」
は長崎の地場企業が整備をしたもので、おでん電車
として運行しています。
　それから、毎月第３日曜日を子供無料デーとして
設定をしていただき、利用促進に取り組まれていま
す。
　私どもも、公共交通の利用喚起、利用需要の喚起
をしていきたいという考えの中で、特に物価高騰に
よる市民の負担の軽減、公共交通の利用促進といっ
た観点で今年度、バス・路面電車運賃無料デーといっ
たものを開催しています。近々では明後日の日曜日
開催予定で、今年度７回の開催を予定しています。
その結果、利用者数は1.8倍増加し、駅前での歩行
者数も増えています。こういった形で公共交通の新
たな需要の掘り起こしにも繋がっているものと考えら
れますので、路面電車を初め、まちづくりの軸とな
る公共交通の維持充実に向けて、今後も軌道事業者
さんとお話をしながら取り組んでまいりたいと考えて
います。
長崎市の紹介は以上です。ご清聴ありがとうござい
ました。

　赤倉様、どうもありがとうございました。
　100年に一度の開発等、路面電車LRT化も含めて、
交通とまちづくりが合わせて進んでいるという状況を
紹介いただきました。ありがとうございました。
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　さらに、本市の東部方面への延伸を計画しており、
熊本市民病院までの約1.5キロの延伸の検討を進め
ているところでございます。年間で約84万人の利用
者を見込んでおりまして、自動車交通からの転換に
より、交通渋滞の解消を図りたいと考えております。
　そして、新設の電停と周辺地域を結ぶ新たなコ
ミュニティ交通の導入、あるいはパークアンドライド、
サイクルアンドライドの導入により、地域の活性化
を図りたいと考えております。最後になりますが、将
来にわたって持続安定的に市電を運行していくため
に、現在、上下分離方式の導入を目指しているとこ
ろでございます。
　来年度には、運送事業者であります一般財団法人
を新設いたしまして、上下分離に向けた準備を進め
ながら、令和7年度には上下分離方式への移行を予
定しております。
　私からの説明は以上でございます。ぜひ、熊本地
震からの復興を遂げつつあります、熊本へお越しい
ただきますようお願いします。皆様のご来訪をお待
ち申し上げております。ご清聴ありがとうございまし
た。

　深水副市長、どうもありがとうございました。
　震災後の復旧が３日後ということで、まさにレジ
リエンスにも寄与する路面電車であるということと、
今後の次の100年に向かってですね、ご努力されて
いるということがよく理解できました。
　それでは最後になりましたが鹿児島市の松枝副市
長様よろしくお願いいたします。

順調に増加をしていたところでございます。その後、
コロナで利用が落ち込みましたが、今年度は年間を
通すと、従前の93%ぐらいまでは回復をする見込み
となっております。
　熊本市電は、交通の要衝でございます熊本駅や
主要な観光地を結ぶ基幹交通公共交通となっており
ます。概要は、そこにあるとおりですが、運賃は大
人180円、小人90円の均一料金でございます。
　ここからは市電の更なる利用促進に向けた最近の
取組をご紹介します。
　まず、キャッシュレス決済の拡大に力を入れてお
ります。全国共通の交通系ICカードに加えまして、ク
レジットカードでの決済、あるいはQR決済、またモ
バイル定期券などを今年度から導入いたしておりま
す。
昨年の12月からは、全国の軌道で初めて顔認証の
実証実験も行っております。
　また、車両の老朽化対策、あるいは輸送力の強
化に向けまして、新型車両の導入も予定をしている
ところです。まずは、今年中をめどに２編成を導入
し、今後も計画的に車両更新を進める予定でござい
ます。
最初に申し上げましたが、今年は開業から100周年
ということでございます。
　様々なイベントを通して、機運醸成を図りながら､
さらに市民に親しんでもらえる公共交通機関を目指
してまいりたいと考えております。

深⽔　政彦【熊本市副市⻑】
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でございますが、駅前広場に路面電車が接続するな
ど、主要な交通結節拠点となっております。
　中央駅の東口で実施されました再開発事業では、
ワークラウンジやホール、駅ビル直結のペデストリ
アンデッキ等の整備を行いました。
　こちらは鹿児島中央駅に近接する甲突川において
実施しておりますリバーサイドフェスでございます。
歩いて楽しめる環境整備として、毎月第４週末に開
催しておりまして、SUP等の体験型コンテンツや飲食、
雑貨の販売等を民間事業者の運営により実施をして
いるところでございます。
　次に、商業・業務機能が集積しているいづろ天
文館地区についてでございます。天文館通り電停前
での市街地再開発事業では、観光案内所やイベン
ト等に活用できる広場、図書館等の整備を行いまし
た。こちらは商店街が取り組んでおりますアーケード
整備に対して、市が支援を行っておりますけれども、
１ヶ所は令和3年度に完成しており、残り１ヶ所は６
年度の完成予定となっております。
　下段は、令和４年に歩いて楽しめる環境整備の一
環として、国道約270mの区間で歩行者天国社会実
験を実施したものです。
　道路上でのパフォーマンスや餃子フェス等を実施
し、約6500名の方にご来場いただきました。歩行
者天国につきましては、商店街が主体となり、現在
も取組が継続されているところでございます。
　次に、中心市街地の北部に位置する鹿児島駅周

　鹿児島市の松枝でございます。どうぞよろしくお
願いいたします。
　それでは早速、本市の路面電車について、ご紹介
をさせていただきます。まずはじめに、鹿児島市に
ついての紹介でございますが、本市は、桜島や錦江
湾といった自然や焼酎等の多彩な食など、個性豊か
な地域資源、観光資源に恵まれておりまして、ぜひ
皆様方にもお越しいただければと思っているところ
でございます。
　この街中を運行する路面電車の役割でございます
が、本市としては大きな二つの役割があると考えて
おります。
　一つ目は、基幹交通としての役割でございます。
路線のわかりやすさや高い運行頻度の特性を生かし
まして、本市の基幹交通となっているところでござい
ます。
　こちらは軌道事業の営業収支でございます。令和
元年度までは黒字になっておりましたけれども、令
和２、３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で
赤字になりましたが、４年度には何とか黒字に戻し
ているところでございます。
　そして、もう一つの役割が、都市景観、観光資源
としての役割でございます。軌道敷の緑化やデザイ
ン性の高い車両の導入など、都市景観や観光資源
の面から有効活用をしております。
　次に、沿線地域のまちづくりおよび路面電車に関
する取り組みについてご紹介をいたします。
　路面電車とJRやバスが接続している鹿児島中央
駅、いづろ天文館地区、鹿児島駅の主要な交通結
節点におきまして、市街地再開発事業や駅前広場整
備、歩いて楽しめる環境整備等に取り組んでおりま
して、それらの内容についてご説明を申し上げます。
　まずは新幹線が発着する鹿児島中央駅周辺地区

松 枝　岩 根
⿅児島市  副市⻑

パネリスト

松枝　岩根【⿅児島市副市⻑】
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車の運行を予定しておりますので、ぜひ鹿児島にお
越しの際はご体験いただければと思っております。
お待ちしております。
　以上で説明を終わりますが、今後とも、路面電車
という地域資源を有効活用しながら、多彩な人材や
まちの魅力が豊かな彩りとなる、人もまちも躍動す
る鹿児島市を作ってまいりたいと考えております。ご
清聴ありがとうございました。

　松枝副市長、どうもありがとうございました。大変
美しいまちの中にですね、緑化をしながらLRTいれ
ているというですね、
　それから新しい試みもご紹介いただきました。あ
りがとうございました。
　私がですね冒頭急がせたせいもあって、なんと時
間ができましたので、これからですね約30分ぐらい、
ディスカッションの方に入りたいと思います。

辺についてでございます。駅前広場において歩行者
用上屋や公衆トイレ、停留所、バス乗り場等の基盤
整備を行いました。
　また、駅前広場に隣接して今年度、再開発ビルが
完成予定となっております。次に、路面電車に関す
る取り組みでございますが、まずは機能性やデザイ
ン性のある車両の導入でございます。
　左側の車両は、ユートラムⅢでバリアフリー等に
配慮した超低床電車でございます。右側の車両は、
ネクストトラムキリコで伝統工芸品である薩摩切子
をモチーフに、既存車両を改装した車両でございま
す。
　また、姉妹都市をイメージして、ラッピング電車
など、個性豊かな電車が街に彩りを添えているとこ
ろでございます。その他、貸切電車を様々なイベン
トの場として活用しておりまして、こちらは貸切電車
カフェトラムの活用例でございます。
　本市のシティプロモーションのシンボルでござい
ますマグマシティの色に光る電車に乗り、PRキャラ
クターで装飾された車内で鹿児島産の4種類の焼き
芋を食べ比べながら、ガイドとともに街を巡る体験
型イベントでございます。SNSやテレビ等でも多数
取り上げられたところでございます。
　今年も２月に桜島大根をはじめ、様々なコラボ電

森 本　章 倫
早稲田大学理工学術院  教授

コーディネーター
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　それではスライドを少し変えていただいて、意見交換の方には事前にで
すねスライドをいただいてたということもあって、少し用意させていただきま
した。非常に多岐の事をお話をいただいたんですが、先ほど冒頭お話した
ように少し３点に絞って、今からディスカッションさせていただきます。
　まずは一つ目のテーマとしては、交通ネットワークの構築ということを少し
議論していきたいなと思っております。
　富山市さんが南北接続をしてまちづくりに大変大きな効果を出したという
お話から岡山市さん広島さんは、今本当に駅前の乗り入れについて、計画
をし、そして工事がスタートすると、そして松山市さんはそれに向けて延伸
を今計画しているというですね、この辺が一つのキーワードになろうかなと
思っておりますので、順番は、既に効果が出ている富山市さんからいきましょ
うかね。大体１テーマ10分ぐらいで回しますから短くお返しいただければ、
また２回目回しますので。まずは富山市さんから入りたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

ディスカッション

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

　では富山市でございます。南北接続の効果ということでございますが、直
接的には、先ほど少しご紹介させていただきました、乗換がしなくて良くなっ
たですとか、在来線からの移動距離が短くなった、そしてですね、高架下
で快適に電車を待てるようになったというような利便性とか快適性の向上と
いったところが一つございます。
　そこから派生するものといたしまして、これも、先ほどグラフの方見てい
ただきましたけれども、定期利用者の方が31%増加ということでございます。
定期利用者の方の内訳を申し上げますと、通勤・通学が約半々ぐらいでご
ざいますが、別のアンケート調査になりますけれど、やっぱり通勤の方とい
うのは、ほとんどの方が以前は車を使っていらっしゃった方、そういった方
が今度は電車通勤になったと。通学の方もですね、自転車から当然転換し
たということもあるんですけれど、結構、親御さんに送迎で車を使ってたん
ですけれども、そこからですね、電車を利用するようになったという方も一
定程度いらっしゃるということでありますので、車からの転換が、非常に多
いといったところもわかっておりますのでそうしたところから、やはり、温室
効果ガスの削減ですとか環境への影響というのも一つあるのかなと思いま
す。
　それとあともう一つは、利便性・快適性が向上したところの派生するもの

深 ⼭ 　 隆
富⼭市活⼒都市創造部⻑
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として、アンケート調査の方、先ほど見ていただきましたけれども、ここも
ですね中心市街地を訪れるという方も、やっぱり増えているということ。そし
てもう一つ、トランジットモールの社会実験実際に歩行者通行量も増えてい
るというデータもお示しいたしましたが、そういったところを見てもですね、
やはり中心市街地の賑わいの創出、そして中心市街地のその拠点性を高め
ると中心市街地全体の活性化に繋がっているのではないかと。
　LRTによる取り組みが副次的に、いろんな様々な効果を生み出しているの
ではないかというふうに考えております。

　ありがとうございます。皆さん富山に行かれるとおそらくそういう感じがさ
れるんだと思うんですね。本当に街中に人が出てきて、人が歩いて動きが
出ると。加えて車からの転換があると極めて大きな効果だと理解をしており
ます。ではこれから岡山市さん広島市さん駅前へ流入をすることによる効果
とか期待される効果とかあるいは課題でも結構でございます岡山市さんか
ら行きましょうか。

　岡山市ではコンパクトプラスネットワーク化ということで、全国どの都市も
頑張ってますけど、我々も頑張っているところでありまして、その中でも、特
に、公共交通の維持拡充というところに注力しているところです。
　その中でも、路面電車があまり長い距離を走っているわけではありませ
んけれども５キロ程度でございますけれども、岡山市には路面電車がある。
その路面電車というのは経路が非常にわかりやすいというところと、定時性
が高いというところが、非常に優れておりまして、中心部においては非常に
有効な公共交通だと考えております。
　それをさらに、多くの市民に使ってもらいやすいようにしたいということで、
まずは岡山駅前広場に、乗り入れる。先ほども少しお話しましたけれども、
初めて来た方は、どこに電停があるのかわからないということがありますの
で。
　それから、元々使われてる方も横断歩道２回を渡らないといけないとか地
下街の中を通らないと岡山駅の鉄道に乗り換えができないとかいうことがあ
りましたので、それを改善しようと、それから広場も一緒に整備することで
岡山市の玄関口にふさわしいものに変えていこうというのが一つありました。
　それからその乗り入れの波及効果をさらに広げていくためには、やっぱり
さらに利便性を高めていく必要があろうということで、ネットワーク化の拡充

深 ⼭ 　 隆
富⼭市活⼒都市創造部⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

平 澤 重 之
岡⼭市都市整備局⻑
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を、延伸をしようということで、新しく劇場を作ったところの前をサイドリザ
ベーション方式で通るミニ環状みたいに整備をしたいと今、考えているとこ
ろでございます。

　ありがとうございます。広島市さんいかがでしょうか。日本一の路面電車
としてかなり拡充をしていくという案でございますが。

　はい、ありがとうございます。先ほどご紹介いたしました本市の広島駅の
南口広場の再整備でございますけれども、これはもちろん陸の玄関としてで
すね素晴らしいものにしたいということはもちろんでございますけれども、こ
の具体的なビジョンを少し視点を変えまして、駅あるいは広場を利用される
方、その対象者ごとにちょっとご紹介したいなと思います。
　まず何よりも岡山市さんもおっしゃいましたけども、利用者の全ての方に
共通することですけれども、JR、電車、バス、タクシーといった公共交通を
利用しやすい環境にすると、これがまず一番ではないかなと思います。一例
を申し上げますと、JRの改札口を出て２階レベルですぐに路面電車が見える
と、さらに進めば１階レベルのバスやタクシーといった交通機関もすぐに確
認できると。広島には大変多いインバウンドの方にとっても分かりやすい経
路となります。
　これらの施設は、雨の日でも濡れることなく移動できるようになります。
高齢者の方に着目してみますと、上下の移動にはエレベーター、エスカレー
ターを設置し、移動しやすい環境を整えることにしております。
　また、疲れた方が座って休めるようにペデストリアンデッキなどにはベン
チを設置して優しい環境に努めます。先ほど申し上げました観光客、ある
いは外国の方々に対しましては、広島のイメージを印象づける一番最初の
ファーストインパクトのところでございますので、路面電車の乗降場の空間
は、屋根の高さを高くしたり、先ほどもご紹介しましたように自然光が取り

平 澤 重 之
岡⼭市都市整備局⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

荒 神 原 政 司
広島市副市⻑
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入れられるような構造にしております。
　全体として明るく爽快な空間となるように配慮をしていただいております。
これはJR様、広島電鉄様のおかげでございます。こういったような広島駅が
シンボリックな、先ほどご紹介した大屋根によってゲート性を演出して、こ
れから広島を楽しむぞと、そういう期待感を持たせられて、紙屋町・八丁堀
地区、あるいは広島電鉄さんでそのまま宮島まで行っていただくもよし、そ
ういったようなことが期待できるものと、そのように考えております。以上で
ございます。

　ありがとうございます。お話を聞いていて、こういった交通ネットワークは
どうしても、事業者の目線とか行政の目線でやりがちだという。だけど重要
なのはやっぱり利用者の目線でどういうふうに見えるか、わかりやすさであっ
たりシンボリック性であったり、そういったことを重要視されているというお
話で私も本当にそのとおりだなと思いました。
　では、こういった、先行的な自治体がある中でですね、松山市さん、さ
らに延伸をということでございますが、課題やあるいは期待していることと
いうのがあれば教えていただければと思います。

　延伸ですけども、まず一つ目は延伸の前に環状線の線路を、JR松山駅の
方に近づける電停がそこにできるというのが一点。
　そこの駅から西側に向いて延伸をしていくわけなんですが、計画はありま
すけれども、その延伸区間というのが住宅地だけしかないのと、距離が短
いというのがあります。
　もうちょっと都市機能みたいなものがあった方が集客が見込めるのかなと
いうのと、さらにもうちょっと長い距離を走った方が利用者が増えるんじゃな
いかなということで、ちょっと中途半端なところもありますので、今後まず、
環状線を駅に近づけた後に、軌道事業者とも協議をしないといけないんで
すが、どのぐらい将来伸ばしていくことを想定して都市計画決定に移ってい
くのかを考えていかないといけない。
　やはり、都市計画決定を行うときにはですね、その採算性とかそういうの
聞かれることもあると思いますので、その辺をきっちり整理してから、延伸
の都市計画決定を行うのかなと思ってます。

荒 神 原 政 司
広島市副市⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

⽯ 井 朋 紀
松⼭市開発・建築担当部⻑
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　はい、ありがとうございます。環状線の駅への近接後、延伸するというこ
とで、先行する自治体のいろんな事例もありますので情報交流をしながら進
めていただければと思いました。
　すいません、駆け足ですが次の方の話題に入りたいと思います。次はま
ちづくりとの関係性ということで、DXあるいは都市づくり、まちづくりという
点で、特に沿線まちづくりという視点でお話をしていきたいと思っております
が、ここではこの順番でいきましょうか。
　佐藤市長にまず沿線まちづくりというような視点でですね、もう少しお話
をいただけますでしょうか？

　はい。LRTを通しただけでは駄目であってというお話をいたしました。そ
こにはバス路線や、あるいは地域内交通、そしてトランジットセンターにお
いては、バスやタクシー、自転車、自家用車そういうものが有機的に繋がっ
ていって、誰もが移動ができるというまちづくりをするとともに、人が移動が
できるわけでありますので、それぞれの駅ごとに電停ごとに、新しいまちを
つくっていく。
　つまりは、そこの電停に住む人たちの歴史とか、あるいは想いとか、そう
いうものを主体にしてまちをつくって、どこを切っても同じ金太郎の顔のよう
なまちづくりではなくて、それぞれ異なったまちをつくって、駅がそれぞれ
を磁石のように吸い上げていって、その地域一つ一つが持続できる、維持
ができるというものになってくるんだと思います。
　この駅、電停は一つの装置であると思いますし、それをそれぞれの地域
の方々の想いで作っていくこと、これがこれから宇都宮市が手がけていく電
停ごとのまちづくりということになります。
　その一つとして先ほど説明をさせていただきましたが、ライトラインの平
石駅前にパークPFIを使って整備する東部総合公園、ここに地域の方々が自
ら直売所を作って、地元で採れた生鮮食品をそこで売りたいということで、
大変張り切っています。
　そういうまちづくりをしていきたいと思いますし、飛山城跡駅の近くにあ
る飛山城跡を地元の方々が指定管理者として管理をしていただいてますけど
も、そのように地域ごとにまちづくりに繋がっていくような、開発をしていく、
それを誘導していく、それを我々行政がお手伝いをしていくというのが必要
だと思います。
　立地適正化計画を作って、公共交通を基本に居住とか都市の機能を誘導
する区域をつくっていますが、まさしくLRTの電停というのは拠点になってい
きますので、そういうまちづくり、そして公共交通利用の仕方の拡大という
のを宇都宮市は考えています。

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

佐 藤 栄 一
宇都宮市長
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　はい、ありがとうございます。駅を中心としたまちづくり、海外ではTOD
という言い方をしております。国土交通省では駅街デザインというような形
で駅と駅周辺を一体的に整備をしていくと。ぜひそういった形で、宇都宮の
がまちづくりを進めばいいなと思いました。では、続いて同じようなテーマ
ですが長崎市様お願いいたします。

　はい。先ほど沿線まちづくりという点で長崎駅周辺整備とスタジアムアリー
ナの整備、拠点整備についてご紹介したところですが、これに加えて都心部
で何かできないかということで、令和３年３月に移住・定住促進に向けた
容積率の緩和を実施いたしました。それを事例としてご紹介いたします。
　長崎市ですけれども、人口転出超過数が２年連続でワースト日本一位と
いう杞憂な記録をし、特に若い世代の流出が深刻な状況です。
　今でもまだ全国の上位という状況ですので、公共交通の利便性が高いと
ころでは、もっと土地の有効活用ができないかという観点で、路面電車の沿
線など幹線道路から一歩入った背後地を中心に、立適で定めた都市機能誘
導区域では２倍、それから居住誘導区域では1.5倍に容積率を緩和し、床の
供給量を増やすことによって、居住誘導を図るような施策を実施しておりま
す。
　３年が経過をしたわけでございますけれども、徐々にではありますが、緩
和した容積を使った建物の更新が進みつつあります。公共交通の維持、サー
ビス向上には、日常どれぐらいの方が利用されるかというところが重要かと
思います。それを増やしていくことが重要と考えていますので、今後も立適
によるまちづくりと連携した公共交通の施策に取り組んでまいりたいと考えて
います。

　はい、ありがとうございます。国土交通省からも立適をどう活用するのか
という話が先ほどありましたが、具体的にこういう事例があって実際にそれ
が使われているというのを見るとですね、少し未来に向けて、明るい話題か
なという気がしております。では、同じ話題ですけれども鹿児島市さんいか
がでしょうか？

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

⾚ 倉 史 明
⻑崎市まちづくり部政策監

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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　はい。鹿児島市です。先ほども若干触れさせていただきましたけれども、
私どもとしましては、路面電車は都市景観、観光資源として重要な役割を果
たしていると考えておりまして、これまで30年前ぐらいから取り組んでおり、
最初は空の景観が架線に遮られていたものですから、これを解消するセン
ターポール化事業を行ってまいりましたし、また都市の潤いをつくるという
観点で軌道敷の緑化を推し進めて参りました。
　当初は冬場にはこの芝が枯れてたんですけど、改良のおかげで一年中青々
としておりまして、観光客の方や市民の方々にも非常に好評を得ているとこ
ろでございます。
　また、デザイン性の高い車両の導入を取り組んでおりまして、路面電車が
走る景色や車窓から眺める景色は私どもの魅力の一つなのかなと思っており
ます。なお、この市電の軌道敷緑化につきましては別の効果もございまして、
ヒートアイランド現象の緩和につながり、地表温度が軌道敷緑化内で17、8
度低くなっておりまして、また騒音に関しましても、４デシベル小さくなって
いるところでございます。
　また、市民の方々のアンケートをとりましても非常に街並みが美しいといっ
たような高評価を得ているところでございます。
　また、私どもの路面電車は、中心市街地を南北に縦断しておりまして、主
要な交通結節拠点とか、商業施設、繁華街を縦断しておりまして、沿線地
域には、徒歩圏内で西郷隆盛像とか大久保利通像、もしくは維新ふるさと
館、水族館、桜島フェリーへのアクセスなど、電停からいろんなところで身
近に、徒歩圏内で観光スポットに行けるという優位性がございまして、観光
客の方々にとりましても、均一料金で非常にわかりやすいと好評を得ており
ます。外国の方は、1日乗車券でいろんな電停で降りて、それぞれの観光スポッ
トを巡っては乗り、巡っては乗りみたいな形でうまく路面電車が活用されて
いるようでございます。
　こんな形で私どもとして非常に稼ぐ観光を標榜しておりますけども、その大
きな一翼を路面電車が担っているものと考えております。以上でございます。

　はい、ありがとうございます。観光資源を繋ぐというのは大変、重要なキー
ワードだと思っております。やっぱり路面電車ができて長く時間がかかってく
ると、十分その観光資源が沿線沿いにあるんだと思うんですね。
　もう一度、宇都宮市の佐藤市長にお聞きしたいんですけれども、新しく作っ
たところには多くの方が見に来ていただいて、よくね終点まで行ってそのま
ま帰るみたいな方いらっしゃるんですけど、本当なら先ほど言った飛山城跡
ですとか、そういうところを降りて、まちなかあるいは自然も見ていただき
ながらと、そういう場をつくることは本当に重要ですよね。

松 枝 岩 根
⿅児島市副市⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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　何かもう少しコメントがあれば。

　そうですね、途中の目的地で降りる方っていうのもいらっしゃるんですが、
市外から来た方のほとんどはLRTにまず乗ってみたいということで、終点ま
で行ってまた戻ってこられるんですね。
　800円で１時間半ぐらい遊べるということで、こんな安いものはないって
喜んでいただいてるそうなんですけども、やはり先ほど申し上げたように沿
線の開発っていうのもやっていかなくてはならないので、それぞれ何か目的
性を持たせて、そこで楽しんでいただく、鬼怒川もありますし、先ほどの飛
山城跡もありますし、また工業団地などには、視察の受け入れをしていただ
いて、例えばカルビーさんが今やっていただいてますけども、工場の工程な
んかを拝見させていただけて、あんまり言っちゃ駄目なんでしょうけどポテト
チップスとかお土産いただけるんですね。そういうのが大変好評でそういう
ことを生かして、宇都宮の良さを知っていただくということも必要だと思いま
すし、それをやっていかないと、ただの移動手段の路面電車ということになっ
てしまいますので、そういうことをこれから行政が責任持ってやっていかなく
ちゃいけないと思ってます。

　ありがとうございます。ぜひ、リーダーシップをとってやっていただければ
と思います。ありがとうございます。時間がだいぶ来ておりますので、最後
の話題の方に入りたいと思います。
　最後はですね、持続性という、大変悩ましい話題でございます。どんな
に良いものも持続性が担保できなければ続いていかないということで、様々
な自治体が努力をされております。
　札幌市さんもですね、今ある路面電車をどう使っていくのか、あるいは豊
橋さんの試み等々ありますので、これもこの順番でお聞きをしていきたいと
思います。
　少し工夫されてること、あと悩みも共有できればと思いますので、お願い
しできればと思います。

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

佐 藤 栄 一
宇都宮市長

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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　札幌市でございます。先ほど、令和４年に市政施行100周年を迎えたとお
話しましたが、実はその４年前に市電が100周年を迎えております。そうい
う歴史がある乗り物でございます。
　ただ、札幌市は基幹交通として、地下鉄を整備してまいりましたので、路
面電車も縮小してきた背景がございます。今の路線も過去には廃止というよ
うな、そういった議論もされてた時代があります。
　ただ、やはり札幌の街には路面電車が必要だということで今の路線を存
続をさせてきたということであります。
　存続をさせていくためにはやはり何といっても、利用されるということが
まず大事かなと思います。そのことが市民の皆さんにとっても電車の価値を
わかっていただける、そういったことになるのかなと思います。
　そのようなことで時代に合わせてバリアフリー化をする、あるいは低床車
両を入れる。そして利便性を高めるためにループ化をする。などの努力をし
ているところでございます。
　それと持続していくためやはり経営の安定化というのが非常に大事かなと
思っております。車両についてももちろんお金がかかりますし、その他、車
両基地も増設をしたりだとか変電所を新たに設けたりだとか、そんなことも
必要になってきております。この路面電車は、やはりまちづくりにとって必要
不可欠なものということで、行政としてしっかり経営を支えていくということ
で、そういう基幹の部分については軌道事業ではなくて行政の方で、国の
ご支援もいただきながら、しっかり予算を確保して対応しているところでご
ざいます。
　さらにはループ化を実施した後、令和２年からは上下分離の運営もして
おりまして、そういった形で経営を安定させるように努めながら努力をして
いるところでございます。以上でございます。

　はい、ありがとうございました。上下分離の努力ですとか様々な努力をさ
れているということで、ちょっと順番を変えてですね、上下分離が出てきた
ので、熊本市さんの方にちょっと投げたいんですけれども、先ほどの上下分
離の話もそうですし、顔認証の社会実験も様々な試みをされているんですが、
少しこの持続性についてもう少しお話をいただけますでしょうか？

天 野 周 治
札幌市副市⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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　はい、熊本市でございます。今の熊本市電でございますが、これは地方
の公営企業ということでございまして、一番の課題としましてはどうしても行
政の枠がかかってしまう、行政の制約がかかるという点で一例を申し上げま
すと、職員の運転手の採用も自由にはできない。
　結果的に今、正職員ではなくて、会計年度任用職員が運転手を担っ
ているというところでございまして、こういった職員の処遇あたりにももう影
響が出ている状況、こういった状況をどうにかしなくてはならないということ
で、上物をですね、経営形態を変えまして、機動性を持たせる財団にしていく。
そして、下物を公営企業として行政がしっかり支えていく、そういった形で次
の100年に向けて事業の継続性を確保しようということで今取り組んでおりま
す。令和7年4月の上下分離移行に向けて今取り組んでいるところでございま
す。以上でございます。

　はい、ありがとうございます。なかなか難しい中での舵切りをありがとう
ございます。
　最後にですね、技術の話があり制度の話があり、豊橋さんはですね、先
ほど話を聞いてると、市電を愛する会という会がございまして、市民に愛さ
れる、ここが多分鍵じゃないか、何となく私も実はそう思っているんですけ
れども、最後になりましたが、いかがでしょう持続性についてお話いただけ
ますでしょうか？

　はい、ありがとうございます。本市の場合、先ほど説明しました行政、交
通事業者そして市民の連携といったことで、利用促進策を展開しながら運行
を続け、100年の歴史があります。過去に遡ると豊橋市も戦中の大空襲で焼
け野原になり、そこからもう一度、路面電車を引き直して、モータリゼーショ
ンで非常に厳しい状況の中でも、何とか東海地方で唯一残っている路面電
車ということで、市民の愛着があり、残したいという気持ちが根底にあると
思います。
　また学校の教科書の副読本でも路面電車が出てくるなど、そのような教育
もあると聞いています。市営の電車ではなく、豊橋鉄道による民間の事業者
ですが、それを市民みんなが「市電」と呼んでいます。そういう愛着や思
い出などを残したいという気持ちがあると思います。
　これまで、昭和の後半から平成の頭にかけて延伸をしたり、あるいは駅に
直接乗り入れられるように直結させたり、行政ではハード面で支援をしてい
ます。その頃から交通事業者は納涼ビール電車を始めており、先ほどのとよ
はし市電を愛する会ができたのも平成２年となり、機運が高まる中で路面電

深 ⽔ 政 彦
熊本市副市⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授

森 ⽥ 康 夫
豊橋市副市⻑
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車が生かされてきました。
　さらに平成20年代に入り、LRVを購入するのも、市と交通事業者だけでは
なくて、市民も愛する会が中心となって募金を集め、基金を作って購入して
おり、また本市にも都市交通課という課を作り、シティプロモーションの中
で市電をシンボルとして売り込みながら支援をしてきています。
　このように三者連携の歴史があり、その市電に対する市民の愛着がすごく
大きいと思います。そういう思いを我々の世代もしっかりと引き継いで、行
政も中心となって、この交通システムとしての市電を残し続けられるよう努力
してまいりたいと考えています。

　はい、ありがとうございます。今の話を聞いていて、おそらく今日の議論
のですね、多分中心的な議論かなという気がするんですよね。
　単なる移動手段であった交通手段が市民から愛されて愛着を持たれて、
みんなでこれを何とか残したいって言ってね、それが誇りに繋がり、それが
シティセールスに繋がっていくって、多分ここの部分の流れが本当は一番重
要であるかなっていうのを話を聞いてですね、もう１回再認識をした次第で
ございます。
　今日はですね、盛りだくさんの内容をしていて、実を言うと、この意見交
換は若干お時間あるんですけど全体スケジュールがちょっと押しているので、
一応この段階で意見交換を締めたいと思います。短い時間ですがありがとう
ございました。
　最後についてですね、ちょっと２、３分だけいただいて、今日のお話と、
この後の宣言にちょっと繋がる話を私の方から総括という形で簡単にご説明
をさせていただきます。それぞれのお話をもう１回繰り返すつもりはござい
ません。
　都市間の連携とか協働、脱炭素、移動というネットワークの話、それから、
空間やまちづくり、情報発信という話、まちづくりとの連携、この辺がそも
そもの目的であると。一方で継続するということを考えるとですね、現在の
仕組みの中でまだ十分でないかもしれないと、国交省さんは、先ほどお話
ありましたようにいろんな仕組みも作って、国としても支援をすると言ってい
ただいていると、ぜひ我々も、少しお力を借りながら、ただ、本当にまちづ
くりをやるのは地域住民であり、地域の事業者であり、地域の基礎自治体が
やはり責任を持ってやるということが重要かなと思っております。
　こういった中身を、ちょっと強引かもしれませんけど、サミット宣言の骨子
という形で、少し私の方から提案をさせていただきます。
　一つ目がですね、交通ネットワークの構築を図り、誰もが自分の力で、こ
の自分の力でってのが重要ですね。ここ、自分の力で自由にまちを移動でき

森 ⽥ 康 夫
豊橋市副市⻑

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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るとこういうまち作りをしていきたい、そのためのネットワーク整備が重要だ
という話、それから技術をぜひふんだんに使いながら、目的となっているま
ちづくりと一体となって魅力的で、そして活気にあふれたまちをつくっていく
と、これが重要でしょうという話。
　そして最後は、当然災害に強いレジデンスの強化を図りながら、事業者、
行政等と、そして最終的には市民を巻き込んで安定的な経営基盤を強化を
すると。おそらくこの三つに要約できるのかなと思っておりますが、皆さんよ
ろしいでしょうか。
　はい。すいません。ありがとうございます。
　宇都宮市も入れて10の自治体で今まで議論をしてまいりました。これを基
盤にしながら、少し別室で文面を練って最終的な形でここでご披露をすると
いう形を取らせていただければと思っております。
　長時間にわたりまして首長会議にご参加いただきましてありがとうござい
ました。私の司会を終わりにしたいと思います。

森 本 章 倫
早稲田大学理工学術院教授
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サミット宣言

　本サミットが2009年に広島市で初めて開催されて以降、路面電車のLRT化に取り組む各都市の連携が深まり、
ここ宇都宮の地において、LRTの普及に向けた関係各位の思いが結実し、昨年８月に全線新設路線とし
て整備したライトラインの開業を迎えることができました。
　現在、我が国は、これまで経験したことのない人口減少社会に突入しており、少子高齢化の進行や単身高齢
世帯の大幅な増加など、人口構造の変化に対応したまちづくりが喫緊の課題となっています。
　また、地球規模での環境問題が深刻化し、脱炭素社会の構築に対する世界的な要請が高まる中、国内にお
いても、カーボンニュートラルの実現に向けた取組の着実な推進が求められております。
　私たちは、こうした時代潮流を的確に捉え、これまで培った経験を最大限活かしながら、まちの未来を紡ぐ
LRTの更なる普及に取り組むため、次のことを宣言します。
　一つ、ここに集う各都市が連携・協力し、ノウハウを共有しながら、路面電車のLRT化・LRTの導入に取り組
むとともに、市民,運行事業者、行政が協働し、様々な交通手段が連携した交通ネットワークの構築を図り、誰
もが自分の力で自由にまちを移動できる環境の整備を進めます。
　二つ、LRTの走るまちの魅力を市民と共有し、路面電車のLRT化・LRT導入の機運醸成を図るとともに、デジ
タル技術の活用を図りながら、まちづくりと一体となった整備を進め、魅力と活気あふれる都市空間の形成に取
り組みます。
　三つ、災害発生時において早期復旧が図られるよう、レジリエンスの強化に努めるほか、持続性の高い事業
となるよう、運行事業者の技術力向上や安定的な経営基盤の強化に向けた取組を支援するとともに、国をはじ
めとする関係機関に対し、LRTに関する支援の継続・拡充の働きかけを進めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024年１月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LRT都市サミット宇都宮2024　参加都市一同

○佐藤　栄⼀　宇都宮市市⻑

○天野　周治　札幌市副市⻑

○深⼭　　隆　富⼭市活⼒都市創造部⻑

○森⽥　康夫　豊橋市副市⻑

○平澤　重之　岡⼭市都市整備局⻑

○荒神原政司　広島市副市⻑

○⽯井　朋紀　松⼭市開発・建築担当部⻑

○⾚倉　史明　⻑崎市まちづくり部政策監

○深⽔　政彦　熊本市副市⻑

○松枝　岩根　⿅児島市副市⻑
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記念講演／memorial lecture

ゲ ス ト

司　　会

2017年北陸放送にアナウンサーとして入社。以来、テレビ、
ラジオでアナウンサー、キャスター業を務め、テレビ神奈
川を経て、2022年4月BSよしもとへ移籍。BSよしもとでは
平日の生放送番組の進行を担当。コーナーのコンセプト
に応じた臨機応変な司会スタイルには定評がある。

赤間  有華  氏
あかまゆうか

記 念 講 演
1/27（土）
10：00	 オープニング
	 記念講演
	 ◯中川家・礼二＆鈴川絢子によるトークセッション
	 ◯クイズ大会

11：45	 閉会
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赤間  有華 

　改めまして、BSよしもとアナウンサーの⾚間有華と
申します。今日はよろしくお願いいたします。さて昨
⽇から開催されております「LRT都市サミット宇都宮
2024」は宇都宮市において、路⾯電⾞のLRT化に取
り組み、⼈と環境にやさしいまちづくりを⽬指す都
市の代表が参加し、各都市の取組や魅⼒を全国に
発信するイベントとなっております。
そしてこのお時間は、鉄道大好きなお二人に登場し
ていただきます。どんなお話が聞けるのか楽しみで
すね。それでは早速お呼びしたいと思います。
鉄道好きといえばやっぱりこの方、中川家の礼二さ
んです。

中川家  礼二

　はい。よろしくお願いします。

赤間  有華

　早速なんですが礼二さんは昨年８月26日に開業し
たライトラインは乗車されたんですよね？

中川家  礼二

　えーとね、実はついこないだ。18日の日、昼間に
1人で乗りに来ました。帰り餃子も食べずに帰りまし
た。ライトラインがもうメインで、そういう旅という
かね、もう朝、子どもをも連れて行こうと思ったんで
すが保育園がありましたので、保育園に放り込んで
から、その足でそのまま宇都宮に来て、ライトライ
ン乗りました。素晴らしいですね。一番感動したん
がね、平日の昼間の乗車率の良さ。すごいっすよね。
ほんまに。あとホームでの拡声器を持ったおじさん、
まさかのおじさん。「電車が来ますのでー」とかって
いう拡声器もってるっていうのが何ともいい雰囲気
でね。あと、綺麗でしょ。電停というんですか。停
留場もきれいで良かったです。

赤間  有華

　はい、続きましてですね、こちらも鉄道好きタレ

ントで、自身配信登録者数は105万人と幅広く活動し
ています。鈴川絢子さんです。

鈴川  絢子

　よろしくお願いいたします。
　私も先月、実際に乗車させていただいて、平石に
ある基地の方も、見学させていただいて、ちょっと
お写真も交えながらですね、いろいろと感じた魅力
などをお話させていただきたいと思います。よろしく
お願いいたします。

赤間  有華

　この後のお話も楽しみにさせていただきます。
　さらにですね、このLRT都市サミット宇都宮2024
には宇都宮市をはじめ、札幌、富山、豊橋、岡山、
広島、松山、長崎、熊本、鹿児島の10都市参加し
ていただいてます。礼二さんと鈴川さんはこの10都
市を走る路面列車で、思い出のある、またはこれか
ら乗ってみたいという路面電車はなにかありますか？

中川家  礼二

　僕はね、熊本と鹿児島だけ、乗ったことがない。
あとは何かロケとかで乗ったことあるんすけど、一
番覚えてるのは豊橋で、実際車庫の中で実際に運転
させてもろうたことありますね。
　意外と難しいっていうのが結構思い出残ってます
よね。
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鈴川  絢子

　わ〜、羨ましい〜！
　路面電車って運転する感じってどんな感じでした
か？

中川家  礼二

　すっごい、すぐ前にガラスがあって。もうそれが
すごく怖くて。体感とかもやっぱりスピードもスピー
ドも。

鈴川  絢子

　私は「ICカード鉄」っていうので、日本各地のIC
カード、Suicaとか、富山ライトレールさんの「パス
カ」ですとか、熊本電鉄さんの「でんでんnimoca」
はデザインがですね、停留所の駅名標と同じ配色に
なっていて、一緒に写真撮ったりして見比べると、素
敵な感じのICカードになっていて。

中川家  礼二

　そっち熊本？くまモンも入ってるの？

鈴川  絢子

　くまモンは別のICカードでだされてます。
これを集めるために乗りに行ったりと旅をしていま
す。

赤間  有華

　このLRT都市サミット宇都宮2024には宇都宮をは
じめ札幌、富⼭、豊橋、岡⼭、広島、松⼭、⻑崎、
熊本、⿅児島の10都市にご参加をいただいておりま
が、礼⼆さんと鈴川さんはこの10都市を⾛る路⾯電
⾞で思い出のある、またはこれから乗ってみたいと
いう路⾯電⾞はありますか？

中川家  礼二

　豊橋ですね。もう1回乗ってみたいと思いますね。

鈴川  絢子

　私は、伊予鉄道さんとかですかね。
　ここには、軌道線が垂直に交わるダイヤモンドク
ロスがあるんです。
　以前にももちろん乗ったことあるんですけど、やっ
ぱりあそこは何度見てもダイナミックで車両もすごく
かっこいいですし、また乗りに行きたいと思っており
ます。

中川家  礼二

　あと、ちょっと前に無くなってしまったんですかね。
坊っちゃん列車。もうみんなこんな顔で乗ってるのよ
ね。

鈴川  絢子

　楽しいんですよね。コンパクトでね。運転手台の
ところがこう人力で回して。

中川家  礼二

　そうそうそう、人力で回してね。で、伊予鉄道の
松山市駅はターンテーブルがないので、不思議な作
りなんですわ。

鈴川  絢子

　ちなみに、伊予鉄道さんも「い〜カード」ってい
うのがありますね。

中川家  礼二

　それも持ってんの？すごいですね、ほんまに。

赤間  有華

　それでは早速、ここから先月、ライトラインを乗車
してきたという鈴川さんから。乗ってみての感想、そ
れからライトラインのすごいところなどお話いただき 
たいと思います。

鈴川  絢子

　まずは、なんといっても素敵なカラーリング。北
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欧のちょっと雰囲気もありつつですね、今日実は私
ちょっとライトラインイメージのお洋服を着てきたん
ですが、（拍手）ありがとうございます。
　宇都宮は「雷都」と呼ばれていて、雷の都と書い
て「ライト」というんですが、車両の形状も流線型
で黄色でかっこいい色使いで。やっぱりライトライ
ンって、まちなかを走ってるとということで、これから、
宇都宮のまちの象徴的な、車両も含めて、これが宇
都宮っていうものになっていくと思うので、まさにそ
れにぴったりの車両だなって思いました。
　それから、やっぱりお子さんにもすごく人気となっ
ていて、私も実際に子ども2人いるんですが、実は
先々月にちょっと写真だけ子どもを連れて、撮りに来
たことがあって、はい、その時もとても多くの方が乗
車されていて、子どもたちと乗るのを諦めて、写真
だけ撮ったんですけど、まわりのお子さんたちもす
ごい笑顔で。
　そして、乗ってみると本当に窓が大きくて、景色を
楽しむことができるんですね。
　この写真でもわかるように窓がですね、とにかく
大きくて、座席に座ってもそうですし、ドアところも

かなりガラス部分が多くなっているので、小さなお
子様も座りながらゆったりと宇都宮の街を左右にダ
イナミックに楽しめるような車内になっていていま
す。
　あとは車内には紙の広告がなく、すっきりしてい
て、サイネージを使った広告が流れているんですね。
地元の紹介の映像などもあったので、観光客が来て
初めて乗って、車内で宇都宮の沿線であったりまち
の魅力を知ることができて、とても良いなと思いまし
た。

　それと、つり革もかなり特徴的で、かなり珍しい
四角のデザインで。すごく握りやすくって上の部分、
ちょっと縦の部分、あちらには木材が使用されてい
たので、すごく握りやすい。どっちのパターンも。

中川家  礼二

　そうね、これね。うちの地域にも欲しいなっていう。
　全国のいろんなまちね、ちょっと鉄道が不便なとこ
ろにっていうのはね、いろいろね、経済的にも大変
やと思いますけど、これやっぱ通した方がいいよね。

鈴川  絢子

　そうですね。やっぱり今、路面電車でやられてい



LRT City Summit UTSUNOMIYA 202461

記念講演／memorial lecture

るところもこれからはLRTにしていこうとするところも
増えていけばいいなと思います。

中川家  礼二

　座席の感じとかいかがですか？

鈴川  絢子

　座席も結構1人の席がかなりワイドというかゆった
りと。長時間座っていても疲れないような感じです
ね。

鈴川  絢子

　礼二さんはどちらの区間をご乗車されたんです
か？

中川家  礼二

　僕はね、ゆいの杜中央まで行きました。なんかね、
途中のとこ降りて、ポツンとしたかったですよ。
　沿線がね、大学のキャンパスぐらいまではまちで、
そっからぐっと上がって、平石から先がちょっと田園
風景みたなってって。
　あと、グリーンスタジアムでしたっけ、急に工場地
帯があるというね、短い区間でいろんな車窓が楽し
めるっていうね、すごいねこれね、特徴がね、すご
いあるなと思いましたね。
　1からやもんね。ここは。とてつもない坂を登った
り、大きな橋もあって。すごいっすよ。ほんまに。
　また、このカーブは。やっぱり普通の鉄道ではあ
りえない小回りがきく。

　あと、平石の車庫ね。ぐいっと曲がって車庫って
いうのが。
　このあいだ１人で見に行って。そうとう怪しかった
と思いますよ、ほんまに。
　もう。ちょっとこの辺までして、ずーっとこうしてま
すからね。

鈴川  絢子

　あれ、礼二さんだったんだって、今ね気づかれた
方もいるかも知れないですね。

中川家  礼二

　いろんな店チェックしたりとか、こんなんあんねん
なとかね。
　あと工場地帯が走ってるとやっぱりさすがに寂し
かったですね。そこだけあまりにも人が全然おれん
くなって。雰囲気は全然変わってね、面白いなと思
いました。
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赤間  有華

　走行時の音とかはいかがですか。

中川家  礼二

　静かやなー。静かですね、本当に。

鈴川  絢子

　こう、やっぱり低床式で安定性もあって、本当に
すごく勾配もある中でも、やっぱり乗り心地が安定し
ているっていうのは、すごいと思います。

中川家  礼二

　そう。カーブなんかでも、そんな昔の路面電車み
たいに揺れることないんだよね。
　難しいと思いますよこれは、運転士さん。やっぱ
りすごい加速減速をを繰り返しますんで。でも車両
の性能がいいのでね。

赤間  有華

　ということで、ここからは、ゲストの⽅をお招きし
てのトークセッションを⾏いと思いますので、皆さん
はあちらの席にご着席ください。
　実際にライトラインに携わって働く⽅達に登場い
ただき、⾊々お話を聞いてみたいと思います。
　それでは早速ご登場いただきたいと思います。
　ライトラインの運転⼠の武井宏祐さん、宇都宮市
LRT管理課の清⽔崇寛さんです。どうぞよろしくお願

いいたします。
　まずはライトライン運転士の武井宏祐さんです。
お願いします。

武井  宏祐  氏

　みなさん、はじめましてライトラインの運行を管
理している宇都宮ライトレール株式会社より参りまし
た。運転士の武井宏祐です。どうぞよろしくお願い
いたします。

中川家  礼二

　武井さん、まだお若いですか？

武井  宏祐

　もう40歳手前になりますね。

中川家  礼二

そうですか、ええ、若すぎず老いすぎず。

赤間  有華

　はい、続きましてですね、LRT管理課の清水崇寛
さんです。お願いします。

清⽔  崇寛  氏

　線路を管理している宇都宮市のLRT管理課というと

武井　宏祐【宇都宮ライトレール株式会社】
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ころに勤めております。清⽔崇寛です。よろしくお願
いします。

中川家  礼二

年齢は？

清⽔  崇寛

39です。

中川家  礼二

　39。でも一緒ぐらいですよね。同い年ぐらいで、
なるほど。若すぎず老いすぎず、一番良いときです
ね。

赤間  有華

　はい。ここでですね、礼二さんと鈴川さんにクイ
ズです。武井さんは、実は、ただ運転士さんではな
いんです。一体どんな運転士さんだと思いますか？

中川家  礼二

　普通の運転士さんではない。
　農家もやって兼業で運転してる。

武井  宏祐

　いや、兼業はしてませんね。副業禁止ですので。

中川家  礼二

　そうですよね。吉本もそうなんですよ。いろいろ
ありますからね。副業はいいんですけど、闇の方に
いったらいけないっていうね。

鈴川  絢子

　何を食べても、お腹を壊さない？すごくやっぱり運
転士さんがすごく気を使いところ。それってすごくプ
ラスになるんじゃないかな。胃腸が強い。

武井  宏祐

　間違いじゃないんですけど、確かに運転士として
プラスにはなるんですが、ちょっと違うんですよ。

中川家  礼二

　視力がもう5.0ぐらいあるっていう。

武井  宏祐

　本日コンタクトで。

中川家  礼二

　違うんや、難しいね

鈴川  絢子

　お客さんにも聞いてみてくださいということでね、
いかがですか？

会場のお客さん

指導運転士。

清水　崇寛【宇都宮市LRT管理課】
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武井  宏祐

　指導運転士もちょっとだけやるんですけれども、
今回の答えとはちょっと違います。

鈴川  絢子

　答えはまたちょっと違ういう、いい線いってるって
いうことですかね。

会場のお客さん

　歌がうまい。

中川家  礼二

はい、なるほど。歌うまいか。いかがでしょうか？

武井  宏祐

　ちょっと音痴でして。ふだん、マイクではなくハン
ドルを握っているので。

会場のお客さん

　ダイヤグラムを作ってる。

武井  宏祐

　違います。

会場のお客さん

　開業日の一番列車を運転した。

鈴川  絢子

　武井さんいかがですか。

武井  宏祐

　はい。よくご存知ですね。正解です。
　私は開業一番電車の運転士を担当しました。

鈴川  絢子

　とても名誉な、責任感も重要な。

武井  宏祐

　当日はものすごく緊張しましたね。また出発進行っ
ていう号令に合わせて動かさなくてはいけないとい
う大役をいただいたので、ものすごく緊張したんで
すけど、ただ当日は電車を運転するという業務に専
念させていただきました。
　沿線で地域の住民の方であったり、そういった方々
の声援とかお手振りとか拍手とかで歓迎ムードの中
で運転をすることができたので、だんだん緊張がほ
ぐれて、本当に嬉しい、楽しい、そしてもう地域の
皆様には感謝の気持ちいっぱいで運転することがで
きました。

中川家  礼二

　一番列車ですから、この映像はもうずーっと残っ
ていくわけですからね。

鈴川  絢子

　そうですね、後世につなぐ記念すべき一番電車と
いうことで。

中川家  礼二

　ほんでもうおじいちゃんぐらいなって、孫に言うん
ですよ。これ、わしがやったんやでって。いや、言
えるぐらいすごい値打ちのあることですよね。

赤間  有華

最初お話聞いたときは、どんな印象でした？

武井  宏祐

　本当に75年ぶりの開業ということで、その大役を
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担う本当に想定をしていなかったということで、私で
本当にいいのか、務まるのかっていうところもありま
すけれども。本当に一番偉い方から、ぜひやってい
ただきたいっていう声をかけていただいたので、身
を引き締める思いで、ハンドルを当日は握らせてい
ただきました。

鈴川  絢子

　運転士さんは何名ぐらいいらっしゃるんでしょう
か？

武井  宏祐

　弊社は大体約50名ほどで営業しております。

中川家  礼二

　前の日寝れました？

武井  宏祐

　前の日は正直寝れなかったですね。12時とかその
日が終わって、だんだん近づいてくるなというところ
で、緊張しましたがしっかり寝てから開業の運転に
臨みました。

赤間  有華

　そういうことで、一番電車の運転士さんの方でし
た。
　そして、なんと実は、清水さんも、ただの職員さ
んではございません。
　ヒントをいいます。ライトライン開業に当たり、あ

るものを作った方なんですが、一体何を作ったと思
いますか？

中川家  礼二

　あるものを作った？めっちゃ難しいですね、これ。
もう、子どもが手を上げてる。いいよ、そのまま。

会場のお客さん

　ライトラインの色を決めた人。

鈴川  絢子

　なるほど。デザインを考えられたとかですかね。

清⽔  崇寛

　私はセンスがないんで、それは違いますね。

鈴川  絢子

　作ったといっても、あまりセンスっていうものは必
要ないってことですか。

清⽔  崇寛

　車両系ではないです。

鈴川  絢子

　なるほど。まだ手を上げてくれている方はいらっ
しゃいますか。

会場のお客さん

　スジを作った人。
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清⽔  崇寛

ダイヤではないです。

会場のお客さん

　駅。

清⽔  崇寛

　おしい。駅ではないですが施設の一部です。

会場のお客さん

　餃子。

中川家  礼二

　絶対、正解だと思うよ。

鈴川  絢子

　作ってますよね。餃子もね、お家でね。

清⽔  崇寛

　はい。作ります。

中川家  礼二

　こんなん、もう正解やん。
　いいボケしてくれて。

鈴川  絢子

　宇都宮名物も飛び出しましたが。

中川家  礼二

　ごめんね。おっちゃんらが、そんなん言わなあか
んかったのに。

会場のお客さん

　踏切を作った人。

清⽔  崇寛

　惜しいですけどライトラインには、踏切がないん
です。
　でも、踏切は惜しいというか、必要なものではあ
ります。走るうえでは必要なものです。

会場のお客さん

　信号。

清⽔  崇寛

　信号は警察がつけてくれるかと。

会場のお客さん

　レール。

清⽔  崇寛

　はい。正解です。

中川家  礼二

　正式にはレールと餃子が正解という。
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清⽔  崇寛

　そうですね。

赤間  有華

　清水さん、線路作りに苦労されたことって何かあ
りますか？

清⽔  崇寛

　私、10年ぐらい携わってるんですけど、来たとき
はですね、狭軌と標準軌の違いもわからないで。

鈴川  絢子

　特に鉄道を好きであったりとか専門というわけじゃ
なくて。

清⽔  崇寛

　そうですね。ど素人だったんですけど。そこから
いろんな事業者の方に教えてもらって勉強しながら
やってました。

中川家  礼二

　そうですか、全くそういうとこからじゃなく。

清⽔  崇寛

　全然知らないところからですね。

中川家  礼二

　すごい、ね、ほんまに1からという感じますね。

赤間  有華

　出来上がったときの喜びというのは？

清⽔  崇寛

　そうですね。開業日も、はい、涙の一つもも出る
かなと思ったんですけど、そのときにちょうどエスカ
レーターの開閉作業やってまして、知らないうちに
一番電車が走ってまして。

中川家  礼二

　仕事してて？

清⽔  崇寛

　仕事してましたね。

鈴川  絢子

　繋がったときはときはいかがでしたか。これで完
成ってなったときは。

清⽔  崇寛

　そうですね、やっぱり10年ぐらい前はできるか想
像できなかったので、やっぱりできたときはすごい
嬉しかったですね。

中川家  礼二

　いやだからその10年前と、はい、あの写真も一緒
に見てみたいですね。見比べたりしたみたいですよ。
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清⽔  崇寛

　ストリートビューとかで、一点だけ昔の写真が残っ
てたりするそうです。

中川家  礼二

　レールでたいへんやった区間ってあったんです
か？

清⽔  崇寛

　そうですね。ちょうど宇都宮駅東口から1キロぐら
い行ったところに国道超えていく区間があります。あ
そこはちょっと特殊なレールを使っていて。普通の施
工の仕方だとちょっと難しくてですね、そこは非常に
苦労しました。

中川家  礼二

　カーブとかどうですか？あれ、大変じゃないかあと
思うんですよ。結構多いですよね。

清⽔  崇寛

　そうですね。普通の電車に比べて急なカーブが多
いので、そういうところはそのレールとレールの間
の距離を気をつけたりしてですね、慎重に施工しま
した。

鈴川  絢子

　貴重なお話をね。

中川家  礼二

　本当に1からやもん。

赤間  有華

　では、ここからはですね、お⼆⼈は毎⽇どんなお
仕事をしているのか。1⽇のお仕事のサイクルをグラ
フにしてもらってますので⾒ていきたいと思います。
まずは武井さんの1日のスケジュールを見ていきま
しょう。こちらです。

中川家  礼二

　なるほど。朝5時起床。

武井  宏祐

　はい。そうですね、本当に乗っている、担当して
る電車っていろいろあるので、本当にこれは私の常
務の一例です。

中川家  礼二

　事務作業ってありますけど。

武井  宏祐

　はい。私は基本的に運転士もやってるんですけれ
ども、事務職としても働いているので運転士の採用
のスケジュールを決めたりとか。
　あとは面接をやったり、採用試験をやったり、あ
と当社の場合は、運転士になるために全国の路面
電車の事業者のもとに出向して訓練しておりますの
で、そういった今も出向をして免許取得に向けて教
育訓練をしている運転士とWebでミーティングをやっ
たりとか運転以外の業務にも携わらせていただいて
おります。

鈴川  絢子

　事務作業をされない運転士さんというのもいらっ
しゃるんですか。
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武井  宏祐

　います。なので、多分私と同じような時間帯に出
てきたら、同じ15時30分まで乗務をやってるちょっと
特殊なスケジュールになっています。

鈴川  絢子

　今日も会場にお客様お子さんいらっしゃいますの
で、今後ぜひライトレールさんに入って運転士さん
になりたいお子さんもいると思います。
　朝のラッシュ時間等はとても多くのお客さんが乗
車されているんですよね。

武井  宏祐

　はい。特にこの時間帯は朝の勤務出勤とか通学で
多くの方にご利用されるので、やはり朝の1秒って皆
さん大切だと思うので、そういう意味でも安全に運
行して時間内には目的地まで到着するということを
心がけて運転しております。

中川家  礼二

　毎日、毎回緊張してですね。

武井  宏祐

　そうですね。はい。

鈴川  絢子

　しかも、ワンマンで走らせていて。私、基地の方
でいろいろ見せていただいたとき、運転台もちょっ

と見学させていただいて、やっぱり独特のというか、
カメラが独特だったりミラーが重かったりとか、あり
ますよね。
　運転には特に気を使いますよね。

武井  宏祐

　本当に緊張の連続なんですけども、自宅に帰った
後は、まずゆっくりお風呂に入って、おいしいもの
を食べて、動画観たり、YouTube見たりするの好き
なので、それこそ鈴川さんとか礼二さんの動画を見
て、次の日に備えてみるようにしています。

中川家  礼二

　なるほど。

鈴川  絢子

　元々鉄道はお好きだったんですか。

武井  宏祐

　そうですね。私もそうですけど、一緒に働いてる
運転士たちもやっぱり全然違う職種、バスの運転手
から運転士になった者もいますし、多彩なバックグ
ラウンドを持つ社員と一緒に仕事をしています。

中川家  礼二

　7時に起きて。
　で、現場点検があって、午前中はほぼ。
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清⽔  崇寛

　はい。毎日じゃないんですけど、曲線区間ってレー
ルに負担がかかるので、レーザーで形状測定する機
械があってですね、それを当てて摩耗とか変形がし
てないかっていうの点検してます。

鈴川  絢子

　基本的には現場に出られてた作業であったりとか
点検しているのがお仕事ということですね。
　この時期は寒いので大変ですよね。

清⽔  崇寛

　そうですね、手がかじかんで。

中川家  礼二

　夏と冬どっちが嫌いですか？

清⽔  崇寛

　夏の方がちょっと。

鈴川  絢子

　レールも歪みが出たりとか。

清⽔  崇寛

　レールの熱も出たりするので。

中川家  礼二

　なるほど。

鈴川  絢子

　何名ぐらいで作業っていうのは、やられてるんで
すか？

清⽔  崇寛

　そうですね。５人くらいが一組になって作業して
います。

中川家  礼二

　なるほど、なるほど、
　レールの点検とそのパーツの作業と。
　結構ずっと10時ぐらいからほぼ外に。

清⽔  崇寛

　そうですね。

中川家  礼二

　それで、自由時間。自由時間は何してるんですか。

清⽔  崇寛

　このぐらいの時間に帰った日は、3歳の娘がいる
ので娘と遊んで、娘が寝たらYouTubeを見ながら
ビールを飲むっていう。

中川家  礼二

　なるほどー。
　何をつまみにしてビールを飲むんですか？
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清⽔  崇寛

　餃子です。

鈴川  絢子

　さすがー。

中川家  礼二

　なるほどねー。作業してる人とね、そういうスケ
ジュールもなかなか知ることは出来ないんでね。貴
重なお話ですね。

赤間  有華

　はい、ありがとうございました。続いてはライトラ
インを知り尽くしたお⼆⼈が思うライトラインのすご
いところをあげていただきたいと思います。まずは
清⽔さんからお願いします。

清⽔  崇寛

　レールがですね、騒音とか振動を抑える特殊な樹
脂になってまして、レールとレールの継ぎ目も溶接
でくっついてるので、あの電車得意のガタンゴトンっ
ていうのはしないですね。乗り心地が良いです。

中川家  礼二

　確かにとてもスムーズにスーっと動いていました
わ。。

赤間  有華

　武井さんは。

武井  宏祐

　ライトラインにはとても多くのカメラがついていま
す。運転席側と、あとは車内と車外の33個のカメラ
があるんですけれど。

中川家  礼二

　33個もあるんですか。

鈴川  絢子

　ちょっとでも気付かないですよね。探しても。車
外ももちろんあるっていうし。

武井  宏祐

　それが本当に他の路面電車とちがうところで、す
ごいなというところですね。

中川家  礼二

　でも33のカメラありますけど、もちろん目視もある
わけですよね。

武井  宏祐

　目視でやっぱり見なきゃいけないところもちろんあ
ります。正面なんかはそうなんですけど。
　２つ目は、芳賀と宇都宮の地形に合わせて急勾
配なところも一気にパワー上げて走れるところとか、
カーブで小回りが効くというところがすごいなって思
いますね。
　3つ目が、運転士目線で恐縮なんですけど、交差
点の車の交通信号とLRTの進行が直進と右折が分離
しているので、運行を交差点でスムーズにできるよ
うになっているのが、実は地味なんですけれども、
ほかの都市とは違うところで、運転していてすごい
なって思います。

鈴川  絢子

　確かに完全に分かれてますね。この前、お話伺っ
たら結構他社さんから羨ましがられるってお聞きしま
した。
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中川家  礼二

　なるほど。もう車と同じような感覚ですね、なるほ
ど。

赤間  有華

　運転士さん目線でありがとうございます。さらに今
日、制服を着て、来ていただきますけど、デザイン
もこだわりがあると。

武井  宏祐

　はい。ライトラインのコンセプトが本体デザインで
すが、やはり「雷都」というところで芳賀・宇都宮
の豊かな⾵⼟を⽣み出している稲妻や稲穂をイメー
ジしてるデザインがされています。
　マークのところですね、ここにシンボルマークのL
のものだったりとか稲穂の刺繍が入っています。ライ
トラインの制服でしかない仕立てになっています。

赤間  有華

　続いてはお⼆⼈だからから知っている、ライトラ
インから⾒える絶景ポイントを教えていただきたいと
思います。まずは清⽔さんからお願いします。

清⽔  崇寛

　はい、私がおすすめする絶景ポイントは、飛山城
跡と清陵高校前の間にライトラインの下を道路がく
ぐっていく区間があるんですけど、そこから撮る写真
が、後ろに男体山っていう山がありますが、ここから
綺麗に撮れるんですけど、開業前の日と当日は撮り
鉄の方がですね、何十人といらっしゃいまして。結
構のXとかでは綺麗に撮ってる写真が上がっている
のでぜひご覧いただきたいと思います。

赤間  有華

　はい。どうもありがとうございます。続いて武井さ
んのライトラインが見える絶景ポイントを教えてくだ
さい。

武井  宏祐

　LRTが専用で走る鬼怒川の橋梁ですね。もう周り
に建物もないので、絶景かなと思いました。

中川家  礼二
　
　普通の鉄道はこういう風景ありますけれども、路
面の電車でこの風景というのは、あまりないよね。
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武井  宏祐

　宇都宮でしか見えないと思います。

中川家  礼二

　すごいですよ、これは。

赤間  有華

　さて最後に、お⼆⼈から礼⼆さんにお願いがある
そうなんですが、武井さんそのお願いとはなんです
か？

武井  宏祐

　中川家さんの番組をよく見させていただいていて、
新幹線のトイレのモノマネを生で見てみたいなとい
う。

鈴川  絢子

　すごーい、あのモノマネを生で。

中川家  礼二

　すみません、トイレごとに拍手をいただくなんて
申し訳ない。じゃ行かせていただきます。
　「シュー、シュー、ポンッ」

鈴川  絢子

　いかがですか、生で。

武井  宏祐

　生トイレはさすがですね。

中川家  礼二

　ありがとうございます。ありがとうございます。

赤間  有華

　清水さんはどうですか？

清⽔  崇寛

　私は結構ラグビーが好きなんで、はい。ノックオ
ンをぜひ。

中川家  礼二

　「ピッ、ノックオン。帝京ボール。スクラム。ポイ
ントここ！」
　ありがとうございます、ほんまにね。よく観ていた
だいてるということですよね。

赤間  有華

　はい。それではここからはですね、ライトライン
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に関する質問をいくつかいただいておりますので、
武井さんと清⽔さんにお答えいただきたいと思いま
す。まず最初の質問はこちらです。
　「ライトラインの運転⼠になるにはどうすればいい
ですか？」

武井  宏祐

　はい。そうですね、まず電車の運転士になるには、
やはり免許を取らなければいけないので、免許の条
件が20歳以上なので、まずは元気に健康に、20歳
を迎えていただくことだと思ってます。もう一つワン
マン運転なので運転だけではなくて、接客も必要で
す。サービスマンなのでお客様の立場になって行動
できて、かつコミュニケーションできるように、意識
をしていただければ、ライトラインの運転士に一歩
近づけるんじゃないかと思います。

赤間  有華

　それでは続いての質問はこちらです。
　「全国でココだけ」というものはありますか。
　これは清水さんに答えていただきたいと思います。

清⽔  崇寛

　ライトラインでは、一部区間で「薄型レール」を使っ
ています。この薄型レールっていうのはですね、JR
宇都宮駅から1キロ先の上がっていくところで、元々
は道路橋だったんですね。そこに普通のレールを入
れようとすると、頭がはみ出してしまうので、薄型の
レールっを入れています。これ実は日本で宇都宮し

か入ってないものです。

中川家  礼二

　初めてのことばかりで、大変だったでしょ。

清⽔  崇寛

　はい、全くわからないような状況で、大変なこと
も多いですけど、最後に開業するとですね、皆さん
非常に喜んでいただけているので、それはもう頑張っ
て必死ににやってきて良かったなと思ってます。

中川家  礼二

　いや、本当すごいでしょ。そして、乗車率もすご
いよね。

鈴川  絢子

　やっぱり最初は通勤需要ということで計画された
と思うんですけど、平日の日中もそうですし、特に
お休みの日は、あのホームにすごく人が常に待って
いるぐらい。観光で県外からいらっしゃる方もすごく
多くいらっしゃってますよね。

中川家  礼二

　ライトラインが旅の目的の一つになってるところが
ありますよね。これはでもなかなかないんですよ。

鈴川  絢子

　できないんですよ。宇都宮のまちとしても完成し
ていたところに新たに作って、それを新たに呼び込
むっていうのは、素晴らしいですよね。

中川家  礼二

　本当に素晴らしいね。

赤間  有華

　ありがとうございます。それではですね、ここで会
場のみなさんからももちょっと質問をお受けしたいと
思います。
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会場のお客さん

　松山市の出身の運転士さんがいるはずなんです
が、伊予鉄道って知ってますか。

武井  宏祐

　私が松山市出身です。伊予鉄道、よくご存知です
ね。

会場のお客さん

　なぜ、路面電車を作ろうと思ったのですか？

赤間  有華

　かなり、こう、確信に迫るというか。

中川家  礼二

　市長を呼んでもらわないと。

清⽔  崇寛

　はい。宇都宮は「ネットワーク型コンパクトシティ」
を目指しています。その中でネットワークの拠点と拠
点を太い公共交通で結ぶという考え方がありまして、
その太い公共交通を作ろうということでLRTを作るこ
とになりました。

鈴川  絢子

　いろんなね、選択としてBRTですとかがある中でも、
やっぱりLRTを選ばれたっていうのがね、宇都宮市
の魅力にも繋がっていくだなって思いますよね。

中川家  礼二

　以前、バスやったじゃないですか。皆さん、移動
手段というのは。

鈴川  絢子

　あの乗車率はほんとに素晴らしいですよね。

中川家  礼二

　すごいよね。ものすごい風穴開けましたね。

清⽔  崇寛

　そうですね。西はバスが結構走っているので、ま
ずはその空白である東側を先に作ろうということで。

会場のお客さん

　LRTのプロジェクトっていつ頃から始まったんです
か。
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清⽔  崇寛

　大体ですね、その構想ができたのが平成5年ぐら
いです。30年ぐらい前の構想から始まって最終的に
LRTと決まったのが平成25年なので10年前ですね。

中川家  礼二

　そんな前からよ。だから生まれる前から計画して、
去年の夏ですよね。時間がかかる。物事そんなスムー
ズにいかへん。
　焦ってもしょうがないから、ゆっくりね。勉強も自
分のペースでね、うん。テスト60点ぐらい取っとい
てちょうどええ。じっくり時間をかけてください。

赤間  有華

　ということで、質問コーナーは以上となります。
　ここで武井さんと清⽔さんはお別れとなります。最
後に武井さん、清⽔さんイベントの感想を伺いたい
と思います。お⼆⼈、参加してみていかがだったで
しょうか。

武井  宏祐

　はい。LRT っていうものをご縁にこういうイベント
が出来て、皆さんとご一緒出来て本当に楽しかった
です。短い時間だったんですけど本当にありがとう
ございました。

清⽔  崇寛

　私も楽しくお話出来てよかったです。はい。早くう

ちに帰って餃子を作ります。

赤間  有華

　武井さん清水さんお話ありがとうございました。
礼二さん鈴川さんも2人の話を聞いてみていかがで
すか。

中川家  礼二

　今度餃子食べに行きますね。はい。いろいろ貴重
な話を聞かしていただき、ありがとうございました。

鈴川  絢子

　今日聞かせて頂いた貴重なお話をふまえて、また
家族で乗りに来たいと思います。ありがとうございま
した。

赤間  有華

　それでは武井さん、清⽔さん本⽇はイベントにご
参加いただきありがとうございました。皆さん拍⼿
でお⾒送りください。
　さてここからは皆さん、参加型のこちらのコーナー
に参りたいと思います。
　これからライトラインにまつわるクイズを出題しま
す。⾒事正解した⽅には素敵な景品をプレゼントし
たいと思います。
気になる景品は本⽇ご参加いただいております企業
様からのご協賛いただいております。
それでは⼀つずつ景品をご紹介していきたいと思い
ます。
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●HondaCars栃⽊中央ゆいの杜賞「ホンダグッズ詰
め合わせ」
●⼩籠包Garden⼤地賞「⼩籠包・炒飯」
●パティスリーぐるまん賞「ライトラインクッキー」
●アトリエドゥメテオール賞「ライトラインマドレー
ヌ」
●宇都宮酒造賞「⽇本酒ライトランデザイン⽸」
●ライトレール賞「ライトライングッズ詰め合わせ」
●道の駅うつのみやろまんちっく村賞「道の駅うつ
のみやろまんちっく村商品詰め合わせ」
●えにかいたもち賞「⽴ち団⼦セット」
●横倉本店賞「⽇本酒詰め合わせ」
●ベルテラシェ⼤⾕（オオヤ）賞「⼤⾕おかき6種」
●チーズガーデン賞「クッキーセット」
●たまき賞「グッズ詰め合わせ」
●がんばるべーか⼤越⽶菓店「せんべい詰め合わ
せ」
●中川家・礼⼆さん、鈴川さんの寄せ書きサイン⾊
紙。
　以上の景品のいずれかを正解者にはプレゼントさ
せていただきます。ぜひ皆さん、チャレンジしてみ
てくださいね。

第１問：「ライトラインの駅は全部で何駅あるで
しょうか？」

　　　　□正解：19駅
第２問：「ライトラインのドアの数はいくつ？」
　　　　□正解：４つ（片側）
第３問：「ライトラインの路線距離はどのくらい?」
　　　　□正解：14.6km
第４問：「ライトラインの停⾞駅で⼀番短い駅名

は？」
　　　　□正解：峰（みね）駅
第５問：「ライトラインのシンボルマークはどれ？」

　

① ② ③

　　　　□正解：②
第６問：「ライトラインの⾞両の⻑さ次のうちど

れ？」
　　　　①：29.520m　②：30.520m　③：31.520m
　　　　□正解：①
第７問：「⽇本で初めてLRTは何県でしょうか？」
　　　　①：滋賀県　②：富⼭県　③：福岡県
　　　　□正解：②
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　　　　【補⾜】「富⼭ライトレール」は利⽤者の
減少が著しかったJR富⼭港線が⾛ってい
た路線の⼤半を引き継いで誕⽣した⽇本
初の本格的LRTです。」

第８問：「ライトラインの開業を記念し300個限定
で発売され駅弁の名前は？」

　　　　①：舞-Mai-　②：愛-Ai-　③：結-Yui-
　　　　□正解：③
　　　　【補⾜】こちらのお弁当「結-Yui-」は宇都

宮駅弁・松廼家（まつのや）と宇都宮共
和⼤学シティライフ学部の学⽣の皆さん
による共同開発で⽣まれ開業記念イベン
トで300個限定販売され好評を博しまし
た。

赤間  有華

　９問目、中川家の礼⼆さんが鉄道好きになった
きっかけの電⾞は？
　①：京阪電⾞　②：阪急電⾞　③：南海電⾞

会場のお客さん

　１番

中川家  礼二

　１番ですね。僕が地元の、実家のところで京阪電
車っていう私鉄が走ってまして、そこで初めて先頭車
両でかぶりついてみて、小学校2年ときに鉄道が好
きになったと、はい。正解は一番の京阪電車でござ
います。

赤間  有華

　はい。最後は鈴川さんに関するするクイズでござ
います。10問目、こちらです。次のうち鈴川さんの
お⼦さんじゃないのは？
　①：ときわ　②：ひたち　③：つばさ

会場のお客さん

　３番
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記念講演／memorial lecture

鈴川  絢子

　すごーい。よくご存知で。
　ありがとうございます。

赤間  有華

　以上で、クイズの出題はすべて終了いたしました。
正解された方々、おめでとうございます。
　それでは会場の皆さんととても楽しい時間を過ご
してまいりましたが、本日のプログラムはこれで最後
となりました。
　本日はライトラインの魅力を知っていただこうと、
礼二さんと鈴川さんがデザインされた1日乗車券を
制作しました。
　紐付きの乗車券のため、首からかけて乗車が可能
です。1月27日限定のデザインで、この１枚で沿線
どこに何回乗っても⼤丈夫です。ぜひこちらでライト
ラインを乗車して楽しんでただければと思います。

鈴川  絢子

　私たちがこう描かれたということですかね。なか
なか乗車券で自分の顔が入るっていうことは。

中川家  礼二

　めちゃくちゃ嬉しいですよ。

鈴川  絢子

　嬉しいですよね。

中川家  礼二

　限定やで、今日だけの。

鈴川  絢子

　ほんとに今日だけのものなので。

中川家  礼二

　もうね、もう明日からも大事に持ってくださいね。
なんかいややもんね、宇都宮駅のどっかにかかって
たりしたらいやや。

鈴川  絢子  氏

　落ちてたりしたらいやですね。

中川家  礼二

　こんな辛いことないんで、一つよろしくお願いしま
す。

赤間  有華

　記念として持って行ってください。
　そしてさらにですね、クラフトビールで有名な
ファーマーズ・フォレストろまんちっく村ブルワリー
の協⼒で中川家・礼⼆さんと鈴川絢⼦さんとコラボ
したクラフトビールが発売されます。こちらのビール
はこの日限定で、外のイベント会場ライトラインマル
シェでもファーマーズ・フォレストろまんちっく村ブ
ルワリーのブースで販売しています。礼⼆さんと鈴
川さんの⾚のデザインと⻩⾊のLRTをポップにデザ
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インした２種類になります。価格は600円となってお
ります。ぜひ皆さん、お買い求めください。
　さて最後に礼⼆さん、鈴川さんイベントに参加し
てみていかがだったでしょうか？

中川家  礼二

　いや、すごいですね。もうこれだけお客さんが来
ていただいて、これだけ盛り上がるというのは、多
分次来る時はですね、このライトラインが西側に開
通したときに、これの倍のお客さんが来てくれる願
いながらね。
　本当に素晴らしかったです。ありがとうございまし
た。

赤間  有華

　鈴川さんはいかがでしたでしょうか？

鈴川  絢子

　私も、やっぱり実際に前回乗車させていただいて、
今日いろいろお話も聞かせていただき、ますますこ
の宇都宮のLRTの魅力とかですね、今後もすごく楽
しみだなっていう気持ちがもっと強く、思ったので、
またこれからも私も乗ったり、あの動画をちょっと撮
らせていただけたら撮ったりして、自分なりに応援し
ていきたいと思いますので、ぜひ、宇都宮の皆さん
もLRTとともにですね、新たな宇都宮のまちを作って
いっていただきたいなと思いました。本日はありが
とうございました。

赤間  有華

　ありがとうございました。それでは以上をもちま
してLRT都市サミット宇都宮2024を終了いたします。
皆さん本日はご来場誠にありがとうございました。
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記念講演／memorial lecture
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関 連 イ ベ ン ト
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関連イベント／related events

サミット参加都市パネル展示

◯開催場所／１月26日（金）：ライトキューブ宇都宮 １F 大ホール
　　　　　　１月27日（土）：ライトキューブ宇都宮 ２F 大会議室201

サミット参加都市の取組や街の魅力をPRするパネル展示を実施。

サミット会場

札幌市

豊橋市

サミット会場

宇都宮市

富山市
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広島市

長崎市

鹿児島市

大会議室201

岡山市

松山市

熊本市

大会議室201
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関連イベント／related events

ライトラインマルシェ・スタンプラリー

◯開催日時／１月27日（土）　11：00 〜 19：00
◯開催場所／宮みらいライトヒル １F「水のプラザ」ほか
◯出店店舗／芳賀温泉ロマンの湯／えにかいたもち／小籠包Garden大地／わく・わくショップU 
　　　　　　社会福祉法人同愛会コミュニティサポートセンター ひかり／生活協同組合パルシステム
　　　　　　宇都宮酒造株式会社／ファーマーズ・フォレスト／ろまんちっく村ブルワリー
　　　　　　Atelier de Meteore（アトリエドゥメテオール）／宇都宮餃子会（香蘭）
　　　　　　HondCaars 栃木中央ゆいの杜店 ／宇都宮ライトレール株式会社
　　　　　　栃木県立宇都宮工業高等学校

サミット来場者やショッピング・観光などで本市を訪れる方々にライトライン沿線事業者などの魅力ある商品や
サービスなどを紹介・提供し「LRTが走るまちの魅力」をPRする「マルシェ」や「スタンプラリー」を開催。

ライトラインマルシェ
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◯開催日時／１月27日（土）
　　　　　　13：00 〜【記念講演アフタートーク】出演：鈴川絢子＆ベリー大坪
　　　　　　15：00 〜【川音希さんライブ】進行：ベリー大坪
◯開催場所／宮みらいライトヒル １F「水のプラザ」ほか
◯出 演 者／ベリー大坪（会場MC）
　　　　　　鈴川絢子
　　　　　　川音希

ステージイベント
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関連イベント／related events

ライトラインマルシェ・スタンプラリー

■スタンプラリー台紙（A5サイズ・二つ折り）

表面 中面

■参加店舗用パネル（A1サイズ）

◯開催日時／１月27日（土）　11：00 〜 19：00
◯開催場所／宮みらいライトヒル １F「水のプラザ」ほか
◯参加店舗／えにかいたもち祠誼駅東公園前店
　　　　　　Atelier de Meteore
　　　　　　小籠包Garden大地
　　　　　　Honda Cars 栃木中央ゆいの杜店
　　　　　　杜のパティスリーぐるまん

ライトラインマルシェ
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広 　 報
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広　  報／public relations

■告知用ポスター（B2サイズ）
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■告知用ポスター（B2サイズ）
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広　  報／public relations

■告知用チラシ（A4サイズ）表面 ■告知用チラシ（A4サイズ）裏面

■告知用新聞広告（W189mm x H169mm） ■告知用新聞広告（W189mm x H169mm）
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■告知用新聞広告（W189mm x H66mm）

■告知用テレビCM
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広　  報／public relations

■告知用ライトライン車両内動画
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■告知用大通りビジョン動画
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広　  報／public relations

■告知用ホームページ
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広　  報／public relations

■プログラム（A3サイズ・二つ折り）
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■配布物（来賓）

■配布物（一般参加者）

記念トートバッグ

記念クラフトビール

○当日プログラム
○ライトライン開業パンフレット
○ライトライン開業ステッカー
○各種ガイドブック

⾸掛けPASS
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広　  報／public relations

■記念乗車券（大人用）

■記念乗車券（子ども用）



LRT City Summit UTSUNOMIYA 2024 100

報 　 道



LRT City Summit UTSUNOMIYA 2024101

報　  道／press release

□ 9月18日：下野新聞【開催報道】
□12月21日：下野新聞【鈴川絢子・開催報道】
□12月26日：朝日新聞【開催記事報道】
□ 1月23日：下野新聞【マルシェ・スタンプラリー実施報道】
□ 1月24日：毎日新聞【開催報道】
□ 1月24日：日本経済新聞【開催報道】
□ 1月25日：とちぎテレビ【開催報道】

サミット開催前報道

□１月26日：NHK宇都宮【開催報道】
□１月26日：とちぎテレビ【開催報道】
□１月27日：下野新聞【サミット採択報道】
□１月27日：朝日新聞【サミット採択報道】
□１月28日：下野新聞【記念講演報道】
□１月28日：東京新聞【記念講演報道】
□１月28日：朝日新聞【記念講演報道】

サミット開催後報道

□12月20日：開催案内【プレスリリース】
□ 1月23日：マルシェ・スタンプラリー開催案内【プレスリリース】

PRTIMES

サミット開催前：９件
サミット開催後：８件

報道件数
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発 表 資 料
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発表資料／presentation materials

６５

３ ４

２１

寺 島　陵 太 様 　国⼟交通省 地域交通課 課⻑補佐

地域公共交通の「リ・デザイン」
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８７

９ 10
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発表資料／presentation materials

６５

３ ４

２１

服 部　卓 也 様 　国⼟交通省 都市局 街路交通施設課⻑

LRTに関する最近の話題
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８７

９ 10

1211
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発表資料／presentation materials

15

1413

服 部　卓 也 様 　国⼟交通省 都市局 街路交通施設課⻑

LRTに関する最近の話題
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中 ⽥　勝 久 様 　国⼟交通省 鉄道局 鉄道事業課 地⽅鉄道再構築推進室⻑

令和５年度の路⾯電⾞関係予算の概要

２１

３ ４

６５
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発表資料／presentation materials

７

中 ⽥　勝 久 様 　国⼟交通省 鉄道局 鉄道事業課 地⽅鉄道再構築推進室⻑

令和５年度の路⾯電⾞関係予算の概要

８

９ 10

11 12
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13 14

15 16
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発表資料／presentation materials

６５

３ ４

１

佐 藤　栄 ⼀ 　宇都宮市⻑

宇都宮市の取組紹介

２
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８７

９ 10

1211
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発表資料／presentation materials

佐 藤　栄 ⼀ 　宇都宮市⻑

宇都宮市の取組紹介

1817

15 16

13 14
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19 20

21 22

2423
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発表資料／presentation materials

佐 藤　栄 ⼀ 　宇都宮市⻑

宇都宮市の取組紹介

3029

27 28

25 26
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31 32

33 34

3635
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発表資料／presentation materials

佐 藤　栄 ⼀ 　宇都宮市⻑

宇都宮市の取組紹介

41

39 40

37 38
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５

３ ４

２１

森 本　章 倫 様 　早稲田大学理工学術院 教授

首長会議【コーディネーター】
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発表資料／presentation materials

天 野　周 治 様 　札幌市 副市⻑

首長会議【札幌市】

2１

3

5

4

6
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11

9

87

10

12
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発表資料／presentation materials

天 野　周 治 様 　札幌市 副市⻑

首長会議【札幌市】

1413

15
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深 ⼭　隆 様 　富⼭市 活⼒都市創造部⻑

首長会議【富⼭市】

５

３

２１

４

６
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発表資料／presentation materials

深 ⼭　隆 様 　富⼭市 活⼒都市創造部⻑

首長会議【富⼭市】

11

９

８７

10

12
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15

1413
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発表資料／presentation materials

森 ⽥　康 夫 様 　豊橋市 副市⻑

首長会議【豊橋市】

5

3

21

4

6
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11

9

87

10

12
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発表資料／presentation materials

13

森 ⽥　康 夫 様 　豊橋市 副市⻑

首長会議【豊橋市】
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６５

３ ４

２１

平 澤　重 之 様 　岡⼭市 都市整備局⻑

首長会議【岡山市】
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発表資料／presentation materials

８７

９ 10

1211

平 澤　重 之 様 　岡⼭市 都市整備局⻑

首長会議【岡山市】
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６５

３ ４

２１

荒神原 政司 様 　広島市 副市⻑

首長会議【広島市】
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発表資料／presentation materials

８７

９ 10

1211

荒神原 政司 様 　広島市 副市⻑

首長会議【広島市】



LRT City Summit UTSUNOMIYA 2024 132

21

3 4

65

⽯ 井　朋 紀 様 　松⼭市 開発・建築担当部⻑

首長会議【松⼭市】
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発表資料／presentation materials

9 10

87

⽯ 井　朋 紀 様 　松⼭市 開発・建築担当部⻑

首長会議【松⼭市】
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⾚ 倉　史 明 様 　⻑崎市まちづくり部政策監

首長会議【⻑崎市】

21

3 4

65
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発表資料／presentation materials

7 8

9 10

11 12

⾚ 倉　史 明 様 　⻑崎市まちづくり部政策監

首長会議【⻑崎市】
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13
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発表資料／presentation materials

深 ⽔　政 彦 様 　熊本市 副市⻑

首長会議【熊本市】

5

3

21

4

6
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9

87
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発表資料／presentation materials

松 枝　岩 根 様 　⿅児島市 副市⻑

首長会議【⿅児島市】

21

3 4

65
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7 8

9 10

11 12
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発表資料／presentation materials

1413

15 16

松 枝　岩 根 様 　⿅児島市 副市⻑

首長会議【⿅児島市】



LRT City Summit UTSUNOMIYA 2024 142

森 本　章 倫 様 　早稲田大学理工学術院 教授

首長会議【コーディネーター】
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